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薔薇のような奥様の毒舌は愛の鞭、旦那様は倒錯愛!?
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　アシュリン・エストーラの朝は、夫であるエリオットに辛辣な言葉をかけることから始まる。






「エリオットは？」

「まだ、お目覚めになっておりません」

　メイドの言葉に「そう」と短く答えると、アシュリンはいつものように背筋を伸ばし、青の絨毯が敷かれた廊下を歩く。

　装飾は少ないが質のよいドレスを着こなし、足の指先を解放する柔らかな布靴を履いていた。

　王都に構えているエストーラ侯爵家の数ある屋敷のうちの一つ。こぢんまりとしているが、それだって地方男爵である実家より、数倍も広い。

　しかも夫のエリオットはエストーラ侯爵の次男。家を継がなくていい、責任を負わないのにそれなりの荘園を持ち、そこそこ贅沢をしても余裕で暮らしていける。

　結婚願望のなかったアシュリンが、結婚を決めた理由はいろいろある。

　彼の実家のバックボーンと彼の財も大変魅力だったが――俳優業をするほど容姿端麗なのだ。

　エリオット・エストーラは、その見目と実家の支援で舞台にあがる役者として活躍し、そこそこ支持者もついていた。

　そんな彼との婚姻が決まったときは周囲から大変に羨ましがられたり、嫉妬されたり、また熱烈な女性支持者から嫌がらせをされたりと、いろいろ煩わしいこともあったが無事に結婚をした。

　それは婚約期間が一ヶ月という大変な短さであったため、準備に忙殺され周囲の嫌みや嫌がらせを気にかける余裕なんてなかったからだが、理由はそれだけではない。

　アシュリン自体、嫌がらせを受けても相手に何倍にもして返し、最後に泣きながら詫びをいれさせるほどの気の強さと辛辣な『毒舌』の持ち主だからこそ、やり遂げた快挙である。

　辛辣な毒舌を吐くくらいだから、彼女の見目はそれに相応しき気の強さの表れた顔立ち――ではない。

　柔らかに波打つプラチナブロンドに、南海の深い海のようなやや垂れ目がちの青い瞳と華奢な風情を持つ『守ってあげたい、ちょっとゆるふわな女性』に見えるのだ。

　その容姿に騙された数ある若者が不用心に近づき、そして玉砕していった。

　なにせアシュリンは同性にも異性にも贔屓なしに、分け隔てなく毒舌を吐く。

　そんな彼女だから意識して毒舌を吐けば、大抵の者は心が折れた。

　そんなアシュリンが結婚を決めた彼、エリオット・エストーラ。

　彼の熱烈なアプローチに解された形で、あれよあれよという間に求婚を受け入れたのだった。

　アシュリンは独身主義者で『ある道楽』に一生身を捧げていこうと決め、投資や、昨今でも珍しい女流作家として活躍していた。

　見かけは『ゆるふわな可愛らしい女性』でも、中身は『独り立ちを目指した勤労女性』だったのだ。

　だから、結婚なんてするつもりはなかった。

　けれど周囲――特に古い考えを持つ実家は、彼女を独身で過ごさせることに反対していた。いい加減、実家の介入を苦々しく思っていたところにエリオットから思いがけない求婚をされ、頷いたのだ。

（ただ、腑に落ちない求婚の台詞だったし、『約束』もさせられたけど）

　そうは言っても、今の何不自由ない生活には不満はない。

　好きに活動させてもらっているし、趣味だって許してもらっている。

　夫となった彼には感謝している。

　だからこそ――結婚時、彼からの『約束』もこうして続いているのだが……






　エリオット専用の寝室の扉を開ける。

　彼もアシュリンも個々の仕事があるときは、こうして夫婦別室で床に就くよう取り決めているからだ。

　しかし大抵は、アシュリンの方が起きるのが早い。『仕事は午前中がはかどる』のでそうしているまでだ。

　彼だって夜の舞台があれば帰ってくるのが遅いのは当たり前で、昼過ぎまで寝ていることがあるのは仕方がないことだが――

　アシュリンは快活に歩く足を止めて、寝ている夫エリオットの顔を覗き見る。

（……顔は好みで満点なのよね）

　整った輪郭に通った鼻筋と、上下厚みが比例している形よい唇になだらかな顎。二重のはっきりとした目に映える色は冬の雪原の中、満月の夜に照らされ輝くシルバー。

　今は瞳は見えないが、影ができるほど長い睫が優艶で無精髭が生えていたって息を吐くほど見惚れてしまう。

（いいえ、この無精髭……セクシーだわ。今度、小説の中で書いてみようかしら）

　――突然消えた恋人をずっと捜していて「きっとどこかで生きている」と思っていても、少ない手がかりに心が折れそうになって、何もかも投げ出したくなっているのよ。

　彼と失踪した恋人の友人であるヒロインが訪ねにきて、いつもきちんと身だしなみを整えていたのに、自堕落的な姿の彼に驚きつつもときめいてしまう……上衣から見える逞しい胸と、無精髭と、けれど瞳の輝きだけはそう、飢えた狼のようにギラギラしている。そんな彼の、哀しみと欲望を受け入れて……うん、次回はこれで書いてみましょう。

　大まかな構想が決まった時点で、アシュリンは夫を起こしにかかった。

「あなた、起きて。夕方から公演があるのでしょう？　その前の舞台稽古の時間に遅れてよ」

　最初は普通に。奥様らしく起こすが、ピクリとも動かない。

「エリオット、起きなさい。遅刻でもしたら貴方の評判に関わるわよ」

「……ん、もう少し寝かせてくれ……。昨日、初日の祝いでしこたま飲まされて……」

　ようやく瞼がひくひくと動きだし、寝ぼけながらも言い訳を吐き出した。

　アシュリンは雰囲気にあう、にこやかな表情から一変して冷ややかな顔立ちになる。

「――面倒くさい男」

　と、その表情に見合った冷えた口調で、エリオットを罵り始めた。

「一昨日も『舞台前夜だから』ってしこたま飲まされて、昨晩も『初日の祝い』でしこたま飲まされ？　飲まされたんじゃなくて、自分から飲んだのでしょう？　イベントを考えてまで飲みたいのかしら？　これからが楽しみだわ。酒に喉がやられて舞台に立てなくなるか、中毒になって舞台に立てなくなるか――あ、両方かもしれないわねぇ。そうなったら私、さっさと逃げるから。自業自得で病気になった夫なんて看病したくないわ」

「あと少し、もう少しだけ眠らせてくれ……。このベッドの魅惑の中に沈ませてくれ……」

「いっそのこと、ベッドごと海に沈んでいれば？」

　パンパン、とアシュリンが手を叩きメイド達を呼ぶ。

「今すぐベッドごとマドナ海岸に沈ませてあげなさい。あそこは漁港で魚が豊富だからよい餌になるでしょうし」

　メイド達は躊躇いの表情を浮かべるが、恐ろしい言葉を吐いた本人は冷静な顔を崩さない。

　――本気だ。

　緊迫した空気が漂い、その不穏な静寂さを感じ取ったのか、

「起きる！」

　とエリオットが跳ね起きた。

「おはよう、エリオット。酒臭いから今日も、おはようのキスはお預けよ」

　そう言ってアシュリンは、にっこりと彼に微笑んでみせた。






　遅い昼食を二人でとる。

「アシュリン、今夜こそ僕の舞台を観に来てくれないか？」

　酔いざましの野菜と果物のジュースを飲みながら、エリオットは妻に尋ねる。

　そのシルバーの瞳は期待に輝いて、忠犬のようにアシュリンには見えた。

「そうね……行こうかしら？」

　エリオットの瞳だけではなく、身体全体が輝いているように見える。

「――と、思ったけれど、今夜は違うお芝居を観に行くのだったわ」

　あからさまに肩を落としたエリオットにアシュリンは言う。

「大丈夫よ。舞台最終日はチケットをとってあるから、一度は観に行くわ」

「絶対だよ」

「ごめんなさいね。貴方のコネでとったチケットの方を優先してしまって。その方の演じる役が素敵で……とても役にはまっているのよ。エリオットが今回演じる役って、どうも違和感があるのよ。だから一回でいいわって思って」

「そ、そうなんだ」

　苦笑いをしているがエリオットの機嫌は、悪くなったに違いない。

　周囲で給仕をしているメイド達がはらはらと様子を窺っているが、アシュリンは自分が吐いた毒に無頓着な様子で、美味しそうにハムを咀嚼している。

「上品過ぎるのよね。貴方の役は暗殺者でしょう？　どうしてこんな役に選ばれたのかしらね、まったく似合わないのに。なぜ断らなかったの？」

「いろいろな役を経験しておいたほうがいいと上が言ってきて……」

「普通は自分の売りを考えて役を取ってくるわよね？　事務所の上も、壁を打ち破るとか言うのはもっと経験を積んで有名になってからやらせなさいって思うわ」

「……そうだね」

「まぁ、受けてしまったものは仕方ないから応援するけど」

「ありがとう」

「そうだ！　役作りに、本気で人を殺してくればいいんじゃないかしら？」

　アシュリンの言葉に、ぎょっとしたままエリオットを含む、その場の全員が固まった。

「まぁ、本当に殺人をしたら離婚だけどね」

「えっ？　ええと……」

　エリオットは狼狽えながら、傍に控えている執事を見る。

「奥様、役作りに、さすがにそこまでやったら旦那様は犯罪者になってしまいますが……」

　と執事は彼の言いたいことを代弁してくれた。

　――しばらく静寂が起きる。

　アシュリンは口に微かに「はぁ」と堪らない、というようにため息を吐いて言った。

「そのくらいの覚悟で演じてよって意味よ？　そうすればきっと、最後の公演には『暗殺者』役がはまっていると思うわ。私、貴方の悪人面を楽しみしているわね」

「ああ！　きっと君が感心する演技をしてみせるよ！」

　妻の激励、と言うのか。微妙な台詞だがエリオットには効果覿面だったらしい。

　アシュリンの言葉に瞬く間に機嫌を直した彼は、彼女の『飴と鞭』にすっかり操作されている。

　この国では珍しい女性上位の夫婦だが、うまく家庭が回っているのだから屋敷の使用人達には文句などない。

　実際、アシュリンが妻としてこの屋敷にきてからの方が働きやすくなっているし、賃金も上がった。

　以前はエリオット指示下だったが、彼は他人に事細かく気を遣うことも指図することも才がなかったらしい。

　仕方がない――かまわれて育った末っ子次男だ。指示されるのは慣れていても自ら率先して指示するのは苦手で、どちらかと言えば甘えたいのだ、彼は。

　それを念頭におけば、この結婚は上手くいっている。

　奥方であるアシュリンは『飴と鞭』で夫のエリオットを操作しているし。

　――けれど使用人達は、どうしても解せない部分が一つだけあった。






「どうして奥様のあの辛辣な言葉に旦那様は、ああも喜ぶのだろう」と。

















第一章　毒薔薇、結婚する












　エリオット――それは運命の出会い

　アシュリン――偶発的に起きた出会い

　それはアシュリンが、まだ実家の姓を名乗っていたころに始まる。






「お母様、もう帰ります」

　アシュリンはうんざり、という表情を隠さずに母に告げる。

　母は娘の持つ扇を広げ『うんざり顔』を隠しながら叱る。もちろん、声を落としてだ。

「アシュリン！　今夜は貴女のお相手が見つかるまで、帰りませんよ」

「今夜はいません。だから次の機会に」

「『今夜も』でしょうに！　貴女はいったいいつになったら落ち着くつもりなの!?」

　とうとう切れた。母が腹に据えかねるのも仕方がない。

「貴女はもう二十歳なのよ!?　貴族の令嬢は十代でお相手が見つかって、今頃は結婚しているというのに！」

「田舎ではそうでしょうけれど、都会では違うわ。いまや産業革命が進んで、女性も社会に進出しているのよ。二十歳なんてまだまだ恋の盛りよ」

「さ！　盛りですって……！　貴女、いつからそんな下世話な言葉を使うようになったの!?　ふ、ふしだらな！　やっぱり都会に行かせるべきではなかったわ！　兄嫁の実家に住まわせてもらって行儀見習いをしたいって言うから賛成したのに！　それを貴女ったら口ばっかりで、実際は遊びほうけて男性の尻ばかり追いかけているそうじゃないの！」

「尻ばかりなんて追いかけてません。私は舞台俳優の育成と、芸術の発展に協力をしているんです。お母様こそ下品な物言いを……」

「おだまんなさい。尻ばかり追いかける情熱があるなら、結婚に情熱をおかけ！」

　この口の悪さったらないわ。自分の減らず口は母の教育の賜物よ――なんて声にだしたらますます猿のごとくキーキー騒ぐだろうから、アシュリンはぐっと堪える。

　心の声まで毒舌なのは、この母のせいだとアシュリンは思う。

　穏やかで物静かな兄嫁は、やはり育った実家も穏やかで、怒声なんて飛び交うことなどない。

　こんな母を姑に持った兄嫁が不憫でならない――なんて言ったら、母がお猿さんになるので口を閉ざす。

「まったく……貴女は見かけは親のいいところばかりとって生まれてきたのに……どうしてこうなったのかしら……」

「ああ、目眩が」なんて額を押さえてよろけて見せる母をアシュリンは支え、大げさに声を上げた。

「あら大変！　母が！　誰か！」

「えっ？　ちょ、ちょっと、アシュリン……っ」

　アシュリンに呼ばれ、会場の者がやってくる。

「目眩を起こしたようで……母を静かな別室へ安静にさせてくださいな」

　見かけだけは清楚でふわりとしたアシュリンにそう微笑みかけられれば、『母親思いの令嬢』だと思われる。

「お母様、さあこちらへ」

　と若者に手を差し伸べられて、アシュリンの母もわざととはいえ目眩を起こしたのだから断るわけにもいかず、娘を睨みつけながら支えられて会場を去っていった。

（これでしばらく時間が稼げる）

　アシュリンは、この見合い会場と化している夜会には関心がない。預けてあるコートをもらうと、馬車を呼んでもらう。

　この会場にくるために借りた馬車は母に譲る。でないと都心の交通事情を知らない母が無事に宿泊先に戻れるか不安だから。そのくらいの孝行の気持ちは持っている。

　自分で呼んだ馬車に乗り込むと、行き先を指定した。

　――場所は、舞台後援会の会場。

（今夜の後援会は大規模なのよ！　そこに出向いて、応援する新人の俳優の卵を見つけるつもりなのに……。お母様ったら、いつもタイミングが悪いときにくるのだもの）

「どうしても抜けられない用事がある」と言ったら、アシュリンの行く先に感づいた母が、強引にあの夜会へ連れてきたのだ。

　彼女にとって将来の結婚相手なんて夢を見ていない。それに結婚を前提にした会話なんて魅力も感じなかった。

（今どき十代で結婚なんて……母の若い頃の時代じゃないのよ）

　もっと、一人で自由に気楽に生きたい。そのために祖父から譲り受けた財産を投資にあて、その収入で芸能関係の後援をしながら、親には内緒にして、こっそり娯楽小説だって書いて稼いでいるというのに。

　いい加減に娘の生き方を認めてほしいとブチブチ言っているうちに、後援会の会場に馬車が止まった。






　溢れかえる賑やかな会場で、着飾った男女達をかき分けてアシュリンはある人物を捜す。

　ドレスの煌びやかさも、人の容姿の造形も、先ほどの夜会とは比べものにならない。

　時々、知っている役者を見つけて心をときめかせながらも必死に捜すと、ある人の塊の中に目的の相手を見つけた。

「エミリア」

　例の衣食住の世話になっている兄嫁の姉、エミリア・ワイマークだ。

　兄嫁の実家ワイマーク家は長く舞台や歌劇の後援を続けていて、この世界に顔がきく。

　少女の頃からこのエミリアとは馬が合い、ちょくちょくワイマーク家に遊びに出かけては、ともに舞台や歌劇を楽しんでいた。

　エミリアの方も、趣味や考えが似ているアシュリンを可愛がってくれた。

　妹である兄嫁とは趣味も考え方も異なりすぎて、あまり話が合わなかったということだ。

　といっても仲が悪いわけではない。季節折々の手紙のやりとりもしているし、普通に姉妹の会話もするし、仲睦まじい。アシュリンだって、兄嫁と仲良くやっている。

　だが、趣味が合うというのは格別な存在になるものだ。

　アシュリンを住まわせてくれて、娯楽小説の稼ぎ先をも見つけてきてくれた。なんと言っても彼女は、アシュリンの書く小説の一番の理解者でファンなのだから。

「アシュリン、抜け出せたの？」

「ええ、どうにかして。もしかしたら後から、母が追いかけてくるかもしれないけれど」

　肩を竦めるアシュリンにエミリアは、

「よくやったわ！　大丈夫よ。たとえ追いかけてきてもあの方は体裁を気にするから、無理矢理アシュリンを連れていくことはしないでしょう」

　とカラカラと笑った。

「――あ、そうそう。今ね、新作のお芝居について話を伺っていたところなの。紹介するわね」

　そう言ってエミリアは、輪の中にアシュリンを引き入れる。

　監督と脚本家、そしてデザイナーを紹介される。それから舞台に出る役者が幾人かその場で一緒に談笑していて、アシュリンは彼らに紹介され会話に混じる。

（……ん？）

　そのうちの男優の一人と、しきりに目があった。

　艶のある黒髪で後ろに流しており、見える額の形が綺麗だとアシュリンは思った。

　全体的に上品で立ち姿も美しい。背も高い。グラスを持つ手も洗練されていて野暮さはない。

　ただまだ、この場の付け合わせみたいな雰囲気を持っていた。

「新人のお方？」

　ちらちらとこちらを見るのに一向に向こうから話しかけてこないので、アシュリンは自分から声をかける。

　その行動に彼はとても驚いた、というようにシルバーの瞳を大きく見開き、それから安心したように笑みを見せた。

（？　どうしてホッとしているのかしら？）

　彼の謎の表情の意図はわからないが、とりあえず会話をしようと口を開く。

「何か私の顔についてるのかしら？　まさか『目と鼻と口』なんて言わないでくださいね」

「そんな冗談なんて言わないよ」

　声も落ち着いた低音で、舞台に響いたら女性達の鼓膜をまず魅了するだろうという類のものだ。

　将来、有望ではないだろうか――けれど、自信家だと思う。

（きっと自分のことを知らないなんて、と驚いたんでしょうね）

　アシュリンも初対面ということで扇を広げ、愛想笑いをしてみせる。

「エリオット・エストーラです」

「俳優名義？」

「いや、本名そのままを使ってる。その方が支援を受けやすいから」

「……エストーラ。エストーラ侯爵のご令息かしら？」

「ああ、次男坊」

　にこり、とアシュリンに笑いかける彼の顔には、傲慢さが見え隠れしていた。

　エストーラ家は、この国では中枢にいると言っていいほど政治に絡んでいる。彼もきっとその家名を芸能に利用しない手はないと考えたのだろう。

（それはわかるわ。実家が高名な分、権力でただの無名よりも仕事もらえそうだし。私だって実家に力があったら利用するわ）

　けれど――実力の世界は、それだけでは渡りきれないことくらいアシュリンは知っている。

　周囲が認める才がなかったら、彼はいずれ小さな役しかもらえなくなるだろう。

　こうした名のある実家の出身だと、名誉と自分の矜持との板挟みになって、辞めるに辞められなくなって自暴自棄になり、酒や麻薬に走る者だっている。

（綺麗な好みの容姿なのに、いずれそうなってしまったら惜しい……）

　なんて思いながら口を開く。

「俳優業をしてまだ間もないのかしら？　あまりお見かけしないから」

　そのアシュリンの言葉にエリオットは一瞬、気難しい顔をしたが笑顔を作ってみせる。

「一年ほど。『あの鐘を鳴らして』で主役を演じたのが最初。なかなかだと評価をもらった舞台だ。それから幾つかやらせてもらってる」

「ああ……」

　アシュリンも観た舞台だった。エミリアから誘ってもらって行ったが、面白くなくて途中で船を漕いでしまったことしか覚えていない。

「話がいまいちだったのよね……。古代のミクリシア戦記の一部を脚本家が掘り下げて書いたとかいうので、前評判がよかったのを覚えているわ」

「話がいまいちだったというのは同意」

　そういうと彼はアシュリンに近づき、耳元で囁いた。

「僕のおかげでどうにか、赤字にならなくて済んだ舞台なんだ」

「そうなの」

「僕のファン達が毎日のように通ってくれてね。実家も僕のデビュー作品だから投資してくれた」

「そ、そう……」

「それにあの脚本家だって、僕がいなければ今頃この世界にはいなかったよ」

「まぁ、確かに面白くはなかったけれど……出す作品のすべてが当たるわけじゃないことも、この業界の人は知ってるわ。それにその脚本家は他の作品では当たっている。だから彼に脚本をお願いする後援者がいるのよ」

　脚本家の彼と知り合いではないけれど、この「僕がいなかったらあの舞台もあの脚本家もまずかった」と言い切るエリオットに、アシュリンは引いてしまった。

（どれだけ自分に自信があるのよ）

　――好みだと思ってしまった自分に後悔した。

　確かに容姿端麗だし、背も高いし、声もいい。それで女性達が黄色い声を上げて騒ぐのもわかる。自分の魅力に自信が出てくるのは当然だろう。

　けれどこのくらいの役者なんて、この国だけでも大勢いる。

　仕事がもらえるのは実家のおかげだと、気づいてもいいころじゃないのだろうか？

　アシュリンの言葉に、また彼は気を悪くしたらしい。端正な顔が歪んだ。

「君は……可愛くないね」

　と、突拍子もなく話を変えてきた。しかもアシュリンを非難する形で。

　けれど、アシュリンにとってそんなことは日常茶飯事なのでさらりと言い返す。

「ああ、きっといつもは『そうよ、エリオット様が主役をつとめたから、よい作品だと評価をいただいたんだわ』とか『エリオット様の魅力で舞台がもったものだもの』なんてファンに褒めちぎられているんでしょうね？　あと、ご家族親族内で褒められているのかしら？　ごめんなさいね、私、口が痒くなりそうなお世辞が言えなくて……。言おうとすると発疹が出てきてしまうの……」

　わなわなとエリオットの肩が震えて、手に持っているグラスの酒が揺れている。

　いつの間にかアシュリンとエリオットの周囲はシン、と静まりかえっていた。

　ここに集まっている数人は、アシュリンのことを知っている。

　この業界に支援金を出しているスポンサーの一人であるし、また、この優しげで穏やかな、深窓の令嬢のような風情の彼女は陰で『毒薔薇』あるいは『黒薔薇』と呼ばれていることを。

　そう呼ばれる所以は――この歯に衣着せぬ言い方が原因であることも。

「はは……君は面白いね」

「よく言われるわ」

　嘘です、生意気だと言われますと心の中で呟く。

「けれど、せっかく可愛らしい容姿をしているのに勿体ないよ。その姿に相応しい儚さとか優しさとかあれば、君の結婚だってすぐなのに。今のままだと一生結婚なんて無理だよ？　男性の理想は、いつだって守ってあげたい儚さがあって、夫の意見に賛成して励ましたりできる優しい心根の女性なんだ。君だっていい歳だろう？　もう現実を見た方がいいんじゃないかな？」

　にやにやとした表情で語り出したエリオットに、アシュリンは心底がっかりした。

「貴方……お幾つ？　お若いようだけど」

「二十二だけど」

「若い男性から、そんな黴の生えたような年寄り臭い話を聞くとは思わなかったわ。ちょっと黴を取ってきて出直してきてくださる？　よかったら、いい黴取り剤を売る店を紹介するわ」

「き、君は――!?」

　エリオットが大きな声を上げた。威嚇でもするつもりなのか？　とアシュリンは深い青の瞳で彼をじっと見上げる。

　他の男優がエリオットを止めるために背中を叩くが、問題なかったと周囲は気づき、少々ホッとする。まだ揉め事に発展する危機は完全に去っていないが。

　彼も、じっとアシュリンの大きな瞳を見つめて黙り込んでしまったのだ。

　二人、見つめ合う格好になった。

「『君は』何？」

　アシュリンが追いつめにかかる。またエリオットが怒りを露わにするのかと、皆がエリオットの腕を掴んだ。

「いや……僕がそんな年寄りに見えるか、と」

「見えないわ。とってもいい男だと思うわ」

　エリオットの顔が、パァッと輝く。

「けれど、顔だけよ。中身までいい男って、なかなかいないわ」

　アシュリンの台詞に彼は、あからさまにガッカリした。

「ファンや身内だけの狭い世界の賞賛に鼻高々になっていて、それで満足するつもりなのかしら？　エリオット様は」

「……」

「それならかまわないわ。貴方の実家は裕福で力もあるし、俳優業を辞めても悠々自適に暮らせそうだものね」

「き、君は大変だろうね。女性だし、そう芸をもっていないだろうしね」

　彼の精一杯の嫌味だ。

「そうよ」

　なのに、アシュリンがあっさりと認めたものだから、エリオットがまた驚いている。

「だから私は私のために頑張ってるの。投資もしているし、自分の生活を支えるためにペンで戦ってるわ。芸なんてものは、自分自身が努力しないと身につかないものよ。日々、精進よ」

「そう、なんだ……」

「だけど、毎日気を張っていたら疲れちゃう。だから私は、自分の好きな趣味に没頭する時間を作るのよ。そのためにも稼がなくてはって思うのよ」

　うふふ、とアシュリンは笑う。その屈託のない笑みは意趣返しができたという達成感ではなく、本音を言ってすっきりしたという清々しさからだった。

「君は……」

「さっきから『君は』っていうけれど、アシュリンよ」

「そうだったね、先ほど紹介してもらったのに。アシュリン、君は今まで会ってきた女性とは違う……なんていうか、逞しいね」

「褒め言葉と取らせていただくわ。ありがとう」

「そうだね、僕も改めて気づかされたよ。自分自身で努力しないといけないんだ」

「ええ、そうね。きっと貴方なら頑張れるわ」

「君の、いやアシュリンのおかげだよ……！　なんだか急に視界が開けたようだ！」

「それはよかったわ」

「アシュリン、君は毒舌で可愛くないと思ったけれど、その実、本当は思いやりに溢れた人だったんだね」

「えっ？　ぇ、ええ……そ、そうかしら……？」

「けなしていて、けれどその言葉には励ましと愛情が見え隠れしていた！　君は今、自分の生き方を例に出して、僕を元気づけてくれていたんだ」

「そ、そうかしら……？」

　彼の様子が、なんだかおかしいとアシュリンはようやく気づいた。

　きらきらとシルバーの瞳が、輝きを放ちながら自分を見つめてくる。

　その表情は恍惚としていて、何かに心酔しているように窺えた。

　その対象物は――

（わ、私……？）

　あり得ない展開にアシュリンは後ろに下がる。だが、彼はもっと近づいてきた。

「僕にここまで厳しいことを言ってくれたのは、アシュリンが初めてだ！　そうだ、僕は今までぬる湯の中にいたことに気づかされた。親身に話して、厳しい助言をくれる君こそが僕には必要なんだ！」

「え？　あ、あの……？　私、助言って……しました？」

　この斜め上の展開にアシュリンの背中から、大量の冷や汗が出てくる。

　放ったのは純粋に毒舌。純粋と言ったら語弊があるが、確かに相手を落ち込ませるのに放った毒舌なはず。

（なのに、どうして親身に助言したことになってるの？）

　がしり、と手を掴まれ、彼の大きな手に包まれ、その手の大きさと熱さに、アシュリンは衝撃を受ける。

「どうか、僕の傍にいて毎日その厳しい助言を囁いてほしい！」

　――えええええええ!?

　と、周囲から絶叫に近い叫びが耳に届く。

「待ってください！　じょ、助言って……？」

（毒舌よね？　毒舌だったわよね？　どう取ったら毒舌が助言になるの？）

「なんてひどい毒舌女なんだ！　って思ったのは間違いだった。許してくれ」

（いえ、間違いじゃありません！　その思いこみが間違いです！）

　エリオットがますます手を強く握ってきて、さらに近寄ってくる。キスまであと一歩ぐらいまでに近寄られて、アシュリンは彼の積極性と勘違いに動揺しまくりだった。

（確かにこういうぐいぐいくる積極性がないと、役はもらえないだろうけど、恋までこういった感じなの？）

　自分に恋をしている、と認めたくないけれど、この状況はどう考えてもそうみたいだ。

「……あの！　これはお芝居？　お芝居ですよね？　……さ、さすが俳優ですね、真に迫っていて、こっちが騙されてしまうところでしたわ！」

　おほほほ、と冗談にしてみせたが――エリオットはやはり、というか本気だったらしい。

「こんなに真剣に愛の告白をしたのは初めてだ。……これほど胸が締め付けられてるのに、身体が熱くてどうしようもなくなるものだと知らなかったよ。こんな気持ちになれたのもアシュリン……君のおかげだ」

　彼がアシュリンの片手を持ったまま優雅に片膝をつく。

「はっきり言うよ。アシュリン、突然だけど君を愛してしまった。僕と結婚してほしい」

「エ、エリオット様……!?」

　初対面同士で、時間にして一刻も経っていない。

　しかも、最初険悪だったのに急展開の求婚。

「そしていつも僕に、その切れ味のいい言葉を投げかけてほしい。約束だ」

　――勝手に約束されました。










（……自分でも流されたな、って思うわ）

　求婚されたときのことを思い出して、アシュリンは眉間に皺を寄せる。

　エリオットの求婚に周囲は沸き立ち、運がいいのか悪いのか、後から追いかけてきた母に現場を見られて『こんないいご縁談はもうこないわよ！　さっさと結婚なさい！』と、あれよあれよと結婚が決まってしまった。

『毒薔薇と言われる、あのアシュリン嬢に求婚するなんて……なんて命知らずな』

『きっと毒にやられて、一年もしないうちに離婚でしょうよ』

　なんて結婚時に囁かれて早半年――それなりに幸せに生活しているのだから、人生なんてわからないものだ。

　昼食を済ませ、エリオットは夕方から始まる舞台のために身綺麗にするため、風呂に入っている。

　その間に、アシュリンは執筆の仕事にかかった。

　この結婚はアシュリンに有効だったのは確かだ。この話を聞いた出版社から小説の仕事が増えたから。

　しかも『熱烈な恋愛小説を！』とか『俳優や歌手との恋愛物語を書いてほしい！』とか実生活を想像させるような話が欲しいらしい。

　エリオットの実家が有名だから、踊らされて購入する層を見込んでいるのだろう。

　仕事をもらえるのは大変にありがたいが、こうも同じ話筋で何作も依頼がくると鼻についてくる。

（けれど、仕事がもらえるうちが花……）

　なんて渋々と机に向かい、ペンを走らせる。

　今夜は先ほど話したように、楽しみにしているお芝居を観にいくのだ。さっさと書き進めないといけない。

　同じ話が続くと飽きるけれど、展開などに悩まなくていい。集中してさらさらと書き進めていたので気づかなかった。

　後ろに、盛りのついた獣がいたことに――

「――!?」

　後ろから抱き締められる。逞しい腕の先の大きな手のひらは、アシュリンの二つの双丘を擦る。

「エリオット、駄目。今、仕事中よ。それに貴方はさっさと支度して劇場へ向かわないと」

「まだ時間はあるよ。夕方の流し稽古にまでに間に合えばいいんだ」

　そうアシュリンの耳元で囁く声は悦楽に誘うように妖艶で、息はすでに熱く吐き出されている。
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　ひくん、と背中が粟立ち、自分の身体の熱情のスイッチを押されてしまったのをアシュリンは感じた。

「――だ、駄目。今日は駄目よ！　昨日だってそうだったじゃない」

　昨日もその前もまたその前もそうだった。舞台が始まったらエリオットは昼間に盛りがついてしまう。公演中は節制する、という概念はないのか？

　今日こそは拒絶して、小説の仕事を進めないといけない。昨日もその前もへとへとになるまで求められて、ちょっと寝てから――と思ったら深夜で仕事も進められず、舞台鑑賞にも行けなかったのだから。

「ん――」

　エリオットの口づけがアシュリンの首筋に落ちる。同時に手の動きが、さらにいやらしく蠢いてきた。

　下からアシュリンの乳房を持ち上げるよう、揉み上げ、また弧を描くようにいたぶり出す。

　服の上からでも感じるエリオットの手の熱さに感化されるように、アシュリンの熱も上がってくる。

「っ――ぁ、や、止めてったら……っ」

　締め付けのないラフな室内着のドレスは、いとも簡単にエリオットの手の侵入を許してしまう。

　ただ胸を押さえるだけの下着はドレスの上着とともにずり落とされて、腰で引っかかる。

「え、エリオット……！　お、怒るわよ！」

　前屈みになって彼の手から逃れようとするが、エリオットの方が早かった。

　触れられないように手で胸を押さえたのに、彼の手も一緒に押さえる形になってしまった。

「積極的……」

「ち、ちが……！　きゃう！」

　乳首を二本の指の間に挟まれ擦られてしまう。ガードの堅いコルセットをつけておけばよかったと後悔したが、身体はすでにエリオットの情熱に負けていた。

　じくじくと下腹が蜜を出そうと、くすぐったい感覚が生まれてきている。

　直に擦られた乳首は、それを証明するかのように屹立していた。

　エリオットの均等な厚みの唇はアシュリンの首筋から耳朶を喰み、軽く付いた歯形を労るように舌が舐める。

　エリオットが後ろからアシュリンの乳房と首筋を刺激すればするほど、甘く切ない快感をもたらした。

「アシュリン……椅子から立って」

　そう囁かれるが、反射的に彼女は首を横に振った。

（これ以上、快楽に浸っては駄目。今日こそは執筆を進めるの）

　そんな決意を、エリオットと自分の身体の奥から流れてくる熱い滴りが邪魔をする。

「エ、エリオット……っ。本当にもう、止めて……！　で、でないと本気でおこ――きゃっ！」

　快楽の芽を育てている張本人を叱ろうと、快感を堪えて声を荒げたが、強引に椅子から立ち上がらされてしまう。

「い、インクが……！」

　弾みで卓上のインク壷が揺れ溢れそうになり、アシュリンの意識はそちらに向いた。

　慌てて蓋を閉じて溢れなかったことにホッとしていると、ドロワーズの中に彼の手が滑り込んできた。

　安心できない対象の最大が、ここにいたことを思い出した。

　彼の手は背中から前へと回り、小さな花芽に到達した。するりとエリオットの指を受け入れてしまう。花芽を指の腹で擦られて、もう片方の手はいまだアシュリンの乳房を揺さぶる。

「ぁ……っ、エ、エリオット……っ」

　五本の綺麗な指が開き、まばらに動きアシュリンの乳房を揉みしだき、小さな可憐だった花芽を嬲り膨らませてしまう。

　駄目、そう言ってもいつも流されてしまう。それほど彼の指技は巧みだ。

「アシュリンの声も艶っぽくなって……この声を聞けるのは僕だけだと思うとたまらないよ」

　アシュリンは身持ちだけは固かった。それは「簡単に男に媚びを売らない」という矜持からきているものだったが、舞台に立つ男という現実から、やや離れた男性に心を寄せていたせいもあるだろう。

　結婚したら、さすがにそういうわけにもいかないのはわかっている。

（だ、だからって……こうも毎日のように求められたら……っ！）

　エリオットの指が、アシュリンの蜜壷に挿し入れられた。

「はぁ……っん！」

　彼の指の形と熱さに、アシュリンの背が反り返る。

　くちゅくちゅと指でかき回されて、すでに中はぬめっていることに気づいた。

「君の中は欲しいって鳴いてる」

「ち、ちが……っ！　せ、生理げんしょ……！」

「もっと弄ってあげるよ」

　エリオットの声はもうすでに悦に入っていて、アシュリンの言葉など耳に届いていないかのようだ。蜜壷を探る指は早々に本数が増えた。蜜壁を擦るようにかき回し、時折奥深く抉ってくる。その度にアシュリンは、響く快感に切なく声を上げた。

「……っあ、ぁあ……ん、そ、そこ駄目、弄っちゃ……」

　乳房も、硬く勃った頂も同時にまさぐられて、それがどうしようもなく甘い。アシュリンの目頭には知らず涙に滲んでいた。

　きゅう、と頂を摘まれたと同時、蜜壷を弄ぶ指が目一杯に広がる。上と下の快感にアシュリンの身体の奥から、どっと熱い滴りが降りてくる。

　ぬかるんだ淫らな音がますます大きく聞こえ、アシュリンはたまらなく恥ずかしかった。

「……あ、ほらアシュリンの中からまたたくさんあふれてきて、僕の指を濡らすよ」

「い、ぃわないで……！　そんなに弄らない、で……っ！」

「早く欲しいの？」

「ち、がう……の、も、もう……！」

　止めてほしい。これ以上進まれたらまた、昨日と同じになってしまう。

　快楽に浸って、ただ淫らに溺れたくなってしまう。

　それなのに彼は止める気配などない。わざと言葉の意味を取り違えていることは、この半年の夫婦生活で知っている。

「こ、狡猾者……！」

　腹立たしさにエリオットを罵るが、後ろにいる彼からは鼻がかった笑いが届くだけだった。

「ぁあ……！」

　すでに昂っていた彼の熱い塊が、アシュリンの後ろからぬかるみの中に突き入った。

　灼熱が貫く。その瞬間、アシュリンは喉を反り返して歓喜の声を上げた。

「ん、ぁああああああっ！」

　肉襞を押しのけて、ぎっちりと剛直を埋め込まれる。何度か突き上げられると、その密着感と擦られる刺激からの快感で、身体が震えてくる。

「ぁ、あ、あ、ああ、あん、あ」

　抽挿が気持ち好くて、また膣奥から蜜がとろとろと漏れでてくるのがわかる。もう、理性がきかない。知らず、彼の動きにあわせ腰を振っている自分がいる。

　エリオットは蜜口まで己のを引き抜き、勢いをつけて最奥まで貫いてきた。何度も貫かれ、奥に当たる度に振動が頭の先まで伝わり、真っ白に弾けた。

「あ、ああっ、あああん、ぁ……エ、エリオット……そんなに激しくしちゃ、ああん！」

「もっと激しくしてほしい？」

「違う、違うの……！　きゃぁ！」

　彼の恥骨がアシュリンのまろやかな尻を打ちしだく。ぱんぱんと空気が割れるような音が出てそれが恥ずかしいのに、どうしてかまた身体の奥から蜜が溢れてくる。

　激しい挿し入れにアシュリンは机に突っ伏す。尻が突き出たようになってしまい、それがエリオットの目をさらに刺激したようだった。

「喜んで尻を差し出すなんて、今日のアシュリンはなんて積極的なんだろう」

「ち、ちが……っ、激しいから……！」

「もっと激しいのが欲しい？」

　わざと間違えるのにもほどがある。

　なのに、アシュリンは本気で怒ることもできない。感情がすべて快楽に持っていかれているから。

　腰を両手で掴み、エリオットはますます腰を突き出してくる。

　繰り返され、止まったと思ったら今度は蜜壷を抉るように腰を回す。

「あ、ぁあっ、あぁ……っ、ん」

　何度も繰り返され、アシュリンはまた快感の虜になってしまう。もう嬌声しか上がらない。

「アシュリン……君はなんて可愛いんだ……」

　まるできかん気のない猫を手懐けたような撫で声にも、アシュリンは素直に感じてしまい、また下腹から熱い愛液を溢してしまう。

「あ、あぅ……っ、エ、エリオット……ん、も、もう……」

　ふるふると足が震える。後ろから責められ、身体中に愉悦が駆け抜けていって限界だった。

「一度、果てておこうか」

　その言葉の意味にアシュリンは気づき、いやいやと首を振る。

「ま、待って……こ、これで、お、おしまいにし、して……ぇ」

　一度だけなら大丈夫。これ以上許したら、また今までと同じになってしまう。

　自分の乞いは、彼の耳に届いたのだろうか？

　ビクン、と腰が突き上がり熱棒が最奥に押しつけられる。

「――ああっ！」

　眼窩の奥で悦楽の火花が散った。

「ぁぁああああああっ！　ぃ、いい……っ！」

　きゅう、と下腹の奥が締まった。同時、彼の腰が揺れる。温かい彼の残滓が、アシュリンの中を満たしていく。

「は……ぁ……」

　後ろから、彼の荒い息と共に温もりが感じられる。

　この瞬間がアシュリンは好きだ。自分は彼に愛されていると体感できる時間だ。

（……でも、問題はそれからなのよ）

　情事の後のけだるさを振り切って、彼から離れようとしたそのときだ。

　腰を抱いていたエリオットの腕が胸に伸びてきて、また乳房を揺らし始めた。

「もう駄目！　今日はこれで止めにして」

　アシュリンは厳しい口調で、彼の手を強めに払う。

　しかし当然ながら、エリオットは納得するはずもなかった。

「どうして？　今までは少なくても三回は――」

「私の仕事をなくす気!?　締め切りまで日にちがないのよ？　貴方が昼間にさかるから、疲れ果てて仕事はおろか観劇にも行けないの！」

　腰で止まっている肌着とドレスをあげながらエリオットに訴えるも、彼は不満そうだ。

「僕のアシュリンにぶつける情熱が残っている。中途半端に燻っているんだ。これでは舞台に集中できないよ」

「貴方、俳優でしょ。舞台に集中できるように自分で調整するのが役者っていうものじゃない。自分の性欲を人のせいにしないで」

　口ではアシュリンに敵うはずもない。

　ぐっ、と口を閉ざしてしまったエリオットにかまわず、下ろされたドロワーズを穿き直そうと屈んだら、いきなり身体が宙に浮いた。

「――きゃあ！」

　エリオットに担ぎ上げられてしまった。

　そのままつかつかと歩いていく先は――寝室。

「ちょっ、ちょっと！　止めて！　昼間から情事に浸っている場合じゃないでしょ？」

「旦那の情熱を受け止めることも妻の仕事じゃないの？」

　――そうきたか。

　出会ってから半年以上も経てば、相手もそれなりに耐性がついたというものなのだろう。

（すぐ黙ってしまった新婚当時の頃より成長したのね、偉いわ）

　なんて感心している場合ではない。

「今日という今日はもうこれでおしまい！　いい加減にして！　私の仕事への誇りをなんだと思っているの！」

「僕の仕事のことも気にかけて」

「だから一回は許したで――」

　ぽふん、とベッドの上に転がされる。せっかくメイドが整えてくれたのに台無しだと思いながら、アシュリンは覆い被さろうとするエリオットを睨みつける。

　彼は怒り心頭のアシュリンに動じず、悠然と微笑んでくる。

　さすが舞台俳優だ。整った顔立ちで余所行きの笑顔を向けられると、見慣れているアシュリンでさえ言葉を失って見惚れてしまう。

「――んっ」

　せっかく着たドレスを今度は全部脱がされるはめになり、アシュリンの本日の執筆時間はなくなってしまった。

















第二章　毒薔薇、自由を謳歌する












（せっかく楽しみにしていたお芝居が……）

　あの後、叱られたことでよけいに燃え上がったのか、いつも以上にエリオットはしつこかった。

　へとへとになって泥のように眠って目が覚めたら、彼はすでに仕事に出かけたあとだったし、自分が楽しみにしていた舞台の入場が始まる時間だった。

　慌てて支度をして会場へ向かったが、一部が終わり二部の途中だという結果。

　それでも帰るのには惜しい。大いに不満はあるけれど、途中からの観劇になった。

　話の内容は元の作品を事前に読んできたから粗方わかるが、締切の近い仕事が頭をよぎって、楽しむことができなかった。

　終わって観劇仲間と合流して、舞台の感想を言い合っている場合ではない。渋々屋敷に戻って、夜中に執筆しないと間に合わない。

　アシュリンの信念と比例するように彼女の振る舞いは機敏であり、また怠惰は許されない。遊ぶときは思いっきり楽しんで、仕事はしっかりとやる。全力投球なのだ。

　今のままではエリオットに振り回され、趣味も仕事も中途半端。全力でできない。毒を吐く内容もますます辛辣になっていきそうだ。

　エリオットは喜ぶかもしれないが。

「……駄目だわ、これじゃあ」

　一人広げた扇の奥でため息を吐き、呟く。

（決めた！　しばらくワイマーク家にお世話になりましょう！）

　決心したら早かった。アシュリンは観劇が終わったその足で着の身着のままワイマーク家の屋敷に向かった。
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　アシュリンの行動にエリオットは次の昼過ぎにようやく気づき、動揺した。

　帰ってきたのは深夜だし、軽く身体を清めたあと寝てしまったから。しかもあれだけ毎日アシュリンに「深酒はするな」と注意を受けていたのにもかかわらず、勧められるままに酒を飲んだせいで起きるのがいつもと同じだった。

　いつものように見事な口の毒牙に促されていれば昼には起きるのに、結婚前の控えめな起こし方のメイドだったから、なかなか目が覚めなかった。

　妻であるアシュリンがいないことに気づいたのは午後のティータイムが始まりそうな昼過ぎ――という結果である。

「一体、一体、どうしたんだ？　ア、アシュリンは？　アシュリンはどこへ……？」

　上半身裸の寝起きのまま、エリオットは屋敷中を捜し回る。

「まさか、誘拐？　僕の屋敷内で誘拐なんて……！」

「旦那様、落ち着いてください」

　ようやく止まった主人であるエリオットに、追いかけてきた執事が木製のトレーごと差し出した。そこには手紙が一通置かれている。

「僕は今、手紙なんて読んでいる場合ではない……。あっ！　まさかこの手紙は、誘拐犯からの手紙か？」

「だから落ち着いてください、これは奥様からの手紙です」

「アシュリンから……？」

「奥様は昨夜、『途中からでもいいからお芝居を観に行く』とお出かけになりました。その後、深夜になっても帰ってこない奥様を私どもも心配しておりましたところ、ワイマーク家の使いの者が、奥様の手紙を持ってきてくださったのです」

　すでに封は切られていた。

「失礼かと思いましたが、奥様の安否の確認のために先に拝見しました」

　執事が謝罪の頭を垂らす中、エリオットは手紙を広げ読み進める。

　彼の顔色はどんどん悪くなっていき、読み終えた頃には絶望に打ちひしがれた表情になっていた。

「――そんな……！『夫婦生活を強いられて身体が疲れてしまったので、しばらくワイマーク家で療養します』って……！　僕はそんなに強制などしてないぞ！」

　誰にともなく叫んだが、周囲に控えていた執事やメイド達の誰一人とも首肯はなかった。

　それどころか何人か、引いているような顔をしている。

「えっ……？」

　同意を求めようと執事に視線をやるも、執事も目を伏せ首を横に振る。

「……そんなに、強制してない……よね？」

「日頃よくおっしゃる旦那様の熱情、と申すのでしょうか？　至る場所で情熱を吐き出そうとする旦那様にお付き合いしてくださっている奥様の心労を、私どもも懸念しておりました」

「え、で、でも……最終的には同意してるわけだし……」

「旦那様の舞台公演中は、昼間の戯れは控えてほしいと切に願っておいででした。角が立つ言い方が多い奥様ですが、旦那様の身体のことを案じておいででしたのに……」

「僕は、アシュリンとの夫婦の会話の一つとして考えていたんだ」

　アシュリンからの痛切に感じるけれどためになる会話や、身体の繋がりは夫婦生活を円滑にするための会話の一部だと彼は考えていたのだ。

「旦那様は、本当に心の底からそうお思いですか？」

「……ぇ？」

　問われ、長く仕えてくれている執事の自分を見つめる眼差しにエリオットはゆっくりと目を逸らす。彼の心の深淵を見透かされたようになって、居心地が悪くなる。

　子供の頃から主人を知っている執事は、やれやれと言わんばかりに自分のモノクルを上げた。

「旦那様は小さい頃から、お心に黒い部分を指摘されるとそうして、私から目を逸らしなさる」

「もう僕もいい大人だ。夫婦の間で起きた事に口を挟まないでくれ」

　むっとした口調で言い返すエリオットに執事は「かしこまりました」と恭しく頭を下げると、メイド達と下がっていった。

「……おい、アシュリンを呼び戻すための相談くらいは、乗ってくれてもいいんじゃないのか？」

　エリオットは慌てて追いかけて扉を開けたが、廊下にはすでに誰もいなかった。
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　一方のアシュリンといえば――

　三日間徹夜という肌に悪いことを初めてやって原稿を提出後、ベッドの温もりの中に二日程、気持ちよく沈む。

　それから目覚めて、最新の美容を受けて打撃を受けた身体を癒やすという、贅沢な時間を過ごしていた。

　薔薇の香料が入った美容クリームを使った全身マッサージに、剥げたネイルの手入れ。艶のなくなった髪に潤いを与える洗髪剤には、各種ハーブが配合。仕上げに香油。

　無事に原稿も提出して、身体の疲れも回復して――さあ、お楽しみの趣味の時間！　とアシュリンは軽くなった身体と心で、うきうきと支度をする。

　ワイマート家に逃げ込んで早七日。

　脱稿して寝込んだあとに、エリオット宛に手紙をもう一度送った。

　知らなかったが、自分が原稿に集中しているときと昼夜関係なく爆睡しているときに、エリオットが迎えにきたらしい。

　だがエリオットはエミリアによって、すげなく追い返されたという。

「『せめて近況を毎日知らせてほしい。手紙を送るように伝えてください』と切なく言ってきてね、いい男が哀しみにくれる姿って絵になるのね～って思ったわ」

　なんてエミリアはうっとりしているが、アシュリンは納得いかない顔をした。

「どうしたの？」と、めざとく気づいた彼女に尋ねられる。

「彼、自分から手紙を出す、という考えに思い至らないのかしら？」

「そういえばそうね……今、舞台に出演中だから忙しくて書く暇がないんじゃないかしら？」

（妻に手紙を書く時間はないけれど、妻と『やる』時間はあったんだ）

　エミリアに毒舌をぼやいても仕方ない。心の中でエリオットに吐く。

「アシュリンが文字書きだから、下手に書くと添削して返ってくるとか思って書かないとか……」

「……あるわね」

　その可能性はある。だが、エミリアとはエリオットに対しての考察は違っていた。

「あの人ね、結婚して気づいたのだけれど『受け身』なのよ。何に対しても」

「『受け身』？　そんな風に見えないけれど」

「俳優になったのも周りからの勧めで、芸名も『実家の名を名乗った方が有利だ』と勧められたそうよ。役柄も会社が持ってきた役を素直に受け取ってるの。自分で『こうした役がやりたい』ということを話したことはなくて、『君にぴったりな役をもらってきた』と言われれば『そうか、これが僕にぴったりな役なんだ』って、ほいほい頷いてしまうのよ」

「そりゃあ、会社は俳優を売るのに必死だし。それに俳優に合う話を掴んでくるのは当然よ。それをわかっているからエリオットだって、二つ返事で承諾するんでしょう？」

「私だって最初はそう思っていたわよ。けれど、一緒に生活していてわかったのよね。執事やメイド、それに義父や義母に義兄がとんでもなく過保護で、彼のやろうとする先々で先回りしてやってしまうのよ。いつも整った環境の中にぽんと置かれて、皆に世話を焼かれている状態だったわけ。だから仮にエリオットから手紙が来ても、自分から進んで書いたのではなくて周囲から促されて書いたものだと思うの」

「それでも手紙が欲しいとは？」

「思わないわ」

「でも、裕福な貴族の子息令嬢なんてそんなものよ？」

「ほどがあるわよ……」

　アシュリンは髪をくしけづいてた櫛を鏡台に置くと、ため息を吐きながら結ったばかりの髪を確認する。

　そんな動作の最中でも、エリオットとの新婚生活を思い起こして、またため息を吐き出してしまう。






　それは猛スピードで結婚が進められているときだった――

　両家族が食事会と称して、集まったときのことだ。

「さて、みなさん。私の息子はすでにお嬢さんに夢中だ。式は早く執り行いたいと話しております。それでいかがでしょうか？　来月の二週目の日曜日に式を執り行いたいのですが」

　エリオットの父であるエストーラ侯爵の発言にアシュリンだけではなく、彼女の両親も仰天していた。

「侯爵。『後でやるよりもすぐの方がいい』とよく言いますが、急すぎではありませんか？『遅くても着実な者がレースに勝つ』とも言いますし、準備を入念にして娘の結婚を送り出したいのが親心といいまして……』」

「私にも娘がいますから、お気持ちはよくわかります。しかし息子は舞台に日程を取られている。この先一年ばかりは、もう仕事が埋まっておりましてね。その合間で式をするとしたら、一週間ほど間がある来月辺りのそこしかないのです」

「一年いただければ、エストーラ家に嫁ぐだけの支度を調えることができますが……」

　――父よ、頑張って粘って！

　アシュリンは心の中で声援を送る。

　さすがに会ってすぐに求婚され、それを受けたとはいえ、お互いを知らなさすぎる。

　この食事会だって、エストーラ侯爵の日程優先で『一番近い、空いている日、もしくは空いている時間で』と指示があって、求婚を受けた三日後の夕食の時間に入れたのだ。

　振り回されているのは明らかにアシュリンとアシュリンの家族で、父なんかは連絡を受け家業をほっぽりなげて、徹夜で馬車を走らせてきたのだ。

「いやいや、ご心配には及びません。ご令嬢には身一つで来ていただければいいのです。ご生家に負担などかけさせるわけにはいかないと、息子も言っております」

　――いつ言ったのよ？

　頭の中に「？」が浮かび、見かけに合わせ可愛らしく、今までしおらしく瞳を伏せていたアシュリンはエリオットを見る。

　彼は「うんうん」と同意し、頷いていた。

　今、初めて聞いたのに、まるで「言ったよ！」とでも言わんばかりにアシュリンに視線を投げて微笑んでくる。

「いやぁ……私どもも嬉しいのです。エリオットが自ら花嫁を見つけてくるなんて――末の子なもので甘やかしてしまったので、どうにも頼りなく思っておりましたが……自分からこうして、生涯の相手を見つけてくるなんて。ご令嬢のお支度もエストーラ家にお任せください！」

　――エリオットのお父様、泣いてらっしゃる……

　――お母様も歓喜に溢れた表情で……

　この結婚に異存はないどころか歓迎ムードで、そこは安心したアシュリンだったが、いくらなんでも結婚までが早すぎる。

「侯爵の気持ちはありがたく受け取りますが……しか――っ」

「侯爵様、本当にお任せしてもよろしいのですか？」

　母が口を挟んできた。ばふん、と父の背中を扇で叩き、身を乗り出す。

「ここまでご子息に愛されただけでなく、ご子息のご両親にまで歓迎されて、娘はなんて果報者なのでしょう！」

　なんて、わざとらしくハンカチで目頭を押さえる。

「どうぞ娘をよろしくお願いいたします。エストーラ家の家風に染まるよう、教育していただければ私共も安心ですわ」

　母は「逃したらこれ以上のいい縁談など来ない」と「早くこの、じゃじゃ馬娘を引き取ってもらいたい」という必死な気持ちが先走りして口出ししてきたのだろう。

　一年も先延ばしにしたら、娘の本性に気づいて婚約破棄させられてしまう、なんて思っていたのかもしれない。

　満足そうに頷く侯爵と夫人に、「もうどうにでもなれ」というような愛想笑いをする父。

　そして呆然とするアシュリン。

　しかし彼女が一番、釈然としなかったのは――

「では、来月の二週目の日曜日で――それでいいな、エリオット」

「はい、よろしくお願いします」

　と自分の父にお願いするエリオットだった。

　それから挙式までの一ヶ月間は、目が回るほどの忙しさだった。

　主導はすべてエストーラ侯爵夫人。時々、アシュリンの母。

　アシュリンの母は『この娘の毒舌が発揮されないよう見張らなくては』が主で付き添っていたのだろう。娘を制する気を発していた。

　アシュリンも背中を小突かれながら渋々見かけに合う『ふわふわとして可愛らしいお嬢さん』を演じた。

　一ヶ月という短い準備期間であったが、彼女なりに腰を据えたというか、覚悟を決めたという気持ちに落ち着いたので、大人しく結婚準備に勤しんだが。

　その期間で疑わしく思ったのは、エリオットの性格だ。

　もちろん、準備期間中に彼も忙しい中、何度も顔を合わせ、式の段取りやアシュリンが入る形になるエリオットの屋敷の模様替えとか話し合ったが、彼から意見などまったく出てこなかったのだ。

「それでいいよ」「うん」「いいんじゃない」「アシュリンの好きなように」等々。

　新郎なんて結婚式の添え物、的な考えなのだろうか？　とも思ったのだが、そうではないことを挙式までの一ヶ月間で知ったのだ。

　なにせ、タキシード一つ決めるのに、

「形は？　このダブルがいいわね」

「いいよ」

「色は、白かシルバーか……やっぱり定番の白がいいわね」

「ああ」

　なんてエストーラ夫人が決めたことに反論しない。自分の意見もない。

「別に私個人の部屋が欲しいのだけど。仕事もあるし、貴方も、夜遅く帰ってくることもあるでしょう？　夫婦の部屋と別に個室が欲しいわ」

　どの部屋を使用していい？　と聞いても、

「うーん……僕にはよくわからないな……」

　と、執事に目配せをする。

　万事その調子だ。

　着替え一つとっても『今日はこのタイをつける』とか選択しないで、メイドが決めた衣装に身を包む。多少変なコーディネートになっても頓着がない。

　何度かさりげなく「このシャツはどう？」とか「どっちが貴方にあうかしら？」なんてタイを選ばせたことがあったが、小首を傾げて「どっちでもいいよ、僕にはわからない」という返事。

　ベッドのカバーやカーテンを新調しようと相談を持ちかけても「わからないから、母と相談して」と言う。

　こちらが決めることに対して、よく考えもしないで了承する。

「だってその方が確かだろう？　僕を見て言ってくれるんだから」

　そう返ってくる。

（自分の頭で考えて行動するっていうのが足りないのよ……）

　別視点から見れば『信頼されている』と捉えられるのだろうが、アシュリンにとってみたら打てば響くという関係になり得ないと早くからガッカリした。






（自分の意見を率先して言うときは、夫婦の営みの時間ぐらい……）

「でもまったく自分の意見を言わないってことはないでしょう？　だって初めて会ったときは貴女のこと『生意気だ』とか言ってなかった？」

「ええ、だからそんなことないと思っていたのよね。そうしたら『君から話しかけてきてくれたから。自分から話しかけるってことそうないね』なんて当たり前のように言うのよ」

　自分から話しかけたり疑問をぶつける前に、周囲が話しかけてきたり先回りして答えてくれていたんだろうな、と今の彼を見てアシュリンは思う。

　ああ、なるほど、とエミリア。

「自分から話しかけることに慣れていない彼だったから、初対面のときにアシュリンをちらちらと見て、こちらから話しかけてくれるのを待っていたのね。でも、それって最初からアシュリンのことが気になっていたってことじゃない？」

「いいほうに取ればそうね……」

　――そう、自分をちらちらと見ていたのは、話しかけて欲しかったから。

（でもまさか私が『新人？』なんて聞いたものだから、自分のことを知らないなんてって、あんなに驚いていたのよね）

　エミリアに『のろけじゃない』的な笑みを向けられて、アシュリンは気恥ずかしげに眉を寄せた。

　だがのろけを言いたいのではない。今言いたいのは不満だ。

「夫婦になったのだから、もっと自分の意見とか出してもいいと思うのよ。せっかく俳優と結婚したのに、そういった方面の会話もないし、会話だって私が一方的に喋るだけが多いのよ。彼はただ聞いて『うんうん』と頷いて、意見を求めると『僕にはわからない』って言うだけ。さらに突っ込むとオロオロしながら、執事やメイドに意見を求めるのよ。だからますます毒舌に磨きがかかってしょうがないわ」

「自分の意見を言える環境で育っていなかったのね、きっと」

「甘やかされて『いいのよ、貴方は何もしなくても』なんて言われて育ったんでしょうね。……あれで俳優業なんて大変な職業を続けられるのかしら？」

　はぁ、と大げさにため息を吐くと、アシュリンはショールを肩に羽織る。

　夫に呆れた様子の彼女を見てエミリアは肩を竦める。

「貴女も素直じゃないわね」

「えっ？　どうして？」

　一変してきょとん、とこちらを見るアシュリンに彼女はにやり、と笑う。

「毒舌だけでなく、好きな相手につんとすます態度も会得したみたいだけど、私の目は誤魔化されないわよ」

「えっ……？　そ、そんなことないわよ……！　一緒に住んでいるから、じょ、情が湧いているだけ！」

「そうかしら？　今までのアシュリンだったら『帰ってきてほしかったら、帰る気になるような素敵な内容の手紙を送って』と言いそうだけど？」

「そんな恥ずかしいこと、エリオットに言えないわ！　……っあ」

　思わず出た本音に、アシュリンは顔を真っ赤にさせた。

　自分自身、知らず誤魔化していたエリオットへの想いを、いとも簡単に見破った彼女に感心する。だがエリオットへの感情の部分だけに素直になれなくて、わざとらしく口を尖らせてみせた。

「だって、あの人。そんな詩情的な文章を書いて送ってくれるとは思えないし、迎えにきてくれたのだってきっと執事とか、屋敷の皆に言われたのよ。自分の意思じゃないわ」

「だからって、ずっとここにいる気？」

「……ずっと、そうね……考えなきゃ……」

　結婚したのだから、さすがにワイマーク家にずっとお世話になっていられない。

　けれど勝手知ったるというか、こちらの屋敷の方が本当の実家より実家に近い感覚で、ついつい寛いで長居したくなる。

　エリオットの屋敷だって、自分の趣味に合わせて部屋の模様替えもして彼の妻として屋敷の管理もしているのだから、そろそろ帰った方がいいとも思う。

（でも、頼りないエリオット『主人』の下で働いてきた執事がしっかりと屋敷を管理してくれてるだろうし）

「エリオット様は細かく屋敷内の指示ができないので助かります」とは、言ってくれる。けれども突然結婚して慌ただしく屋敷に住み着いた自分に、屋敷の皆も戸惑って堅苦しい態度をとっているのは雰囲気でわかる。

　そう思うと「もう少しここにいよう」と考えてしまう。

（エリオットがそう、もう少し屋敷の中の風景におさまってくれれば、私も帰りやすいのに……）

　あの人が屋敷にいるときは寝てるか自分を襲っているかのどちらかで、まるで『愛人宅』に来ているような錯覚まで出てくる。






　――それをエリオットに告げたところで彼が変わるとは思えないと、アシュリンは最初から諦めていたのだ。







◇◇◇◇◇








　本日は歌劇。『宮廷愛～背徳の情熱』だ。

『宮廷愛』とは若い騎士と貴婦人のプラトニック・ラブのことをいう。

　あくまでも清らかな魂と魂の結びつきを求める貴婦人と、優秀な若い騎士との苦悩と情熱の日々の話だ。

　容姿もよく、学もあり、そして強い――騎士レオンハルト。

　主君にも恵まれ順風満帆な彼は、青春を謳歌していた。

　そんな折り、主君から招待を受け夜会へ。そこで美しい年上の貴婦人と出会い、恋に落ちる。しかしその貴婦人は主君の奥方だった。悩みながらも逢瀬を重ねる二人、騎士精神に従って清らかな関係のままでいるが、魂はより深く繋がっていくという内容だ。

「戦が始まって夫人は騎士に『愛の記念』として服の片袖をちぎって渡すのよね。騎士は『たとえこの身が滅びようと、貴女と結ばれた魂はきっと貴女のもとへ戻りましょう』と行って戦に出向くのよ。でも戦から戻ってこなくて夫人は夫に内緒で、彼の魂が地に落ちて化け物にならず天に召されるよう祈り続けていて、夫にばれてしまって追い出されてしまうのよね。夫人は自由になって騎士を捜す旅に出るのだわ」

「そうして、足が不自由になっている騎士を見つけて抱き合って終幕――よね」

　うっとりと粗筋を述べるエミリア。アシュリンもこの物語はよく知っている。なにせ人気で役者を変えながら公演を繰り返している歌劇だ。

　許されぬ恋に身を投じつつも、騎士としての尊厳を守り決して身体を添わすことはしない。それをしたら『不倫』となるから、ということらしい。

　アシュリンは、配られたパンフレットを楽しげに読んでいるエミリアにそっと尋ねた。

「エミリア、この題材の歌劇……鑑賞しても平気？」

「大丈夫よ、ありがとう心配してくれて。あれからもう五年も経っているのよ？　傷も癒えるわ。楽しみましょう」

　眉尻を下げて憂わしい表情のアシュリンの頬を、エミリアは愛おしげに撫で答える。

「そう……もし気分が悪くなったら、すぐに言ってちょうだい」

　まだ心配そうにしているアシュリンに彼女は「ありがとう」と言って、安心させるように扇無しで笑みを溢した。






　アシュリンはエミリアの件があってからちょっと、この歌劇が苦手になっていた。

（身体の繋がりがなくたって心は通じあっているんだから、夫にとっては裏切りだし、不倫よね）

　今よりも、本人の気持ちより家と家の繋がりが求められていた時代が舞台だから、本人同士が好きあっていない夫婦とあれば、仕方ないと言えばそうかもしれないけれど。

　どちらかというと、心の不倫をされた夫の方が修羅場だったのでは？　とアシュリンは思う。

（水を差すようだから口には出さないし、エミリアがいい、というからいいけれど、もやもやするのよね）

　エミリアが取ってくれたボックス席に座り、騎士役の演技を見つめる。

　まだ若いが、バリトンからテノールの中間の声質が素晴らしい。アシュリンの好きな声質で、まさしくこの歌劇のテーマである『魂の結びつき』に相応しい、心に響くような声だ。

　そういえば――はた、と気づく。

（エリオットもこういう声質だわ……聴いていて心地よく響く）

　顔がいい男性なんて今まで多く見てきたのに、どうしてエリオットに惹かれたのか自分自身でも謎だったけれど、わかった。

　容姿じゃなくて声だわ、と。

　それでも――最初は声とか容姿とかわかりやすい部分で惹かれたのだろうけど、今はそれだけではないとも気づいている。

　ただ自分で納得できないのは……

（あの頼りないワンコのような性格も、嫌いじゃないというのを、認めざるをえないのよ……）

　役者の声はいいのに、集中して観られない。ぼんやりとしながら眺めていたら、エミリアが肩を叩いてくる。

「アシュリン、ちょっと……」

「ごめんなさい、ぼんやりしてたわ。久しぶりに来れたんだから楽しまないと」

　上の空だったのを咎められたのかと謝罪したアシュリンだったが、エミリアは舞台ではなく同じ階の違うボックス席を指さしている。

　自分のボックス席から一つ空けた隣の席だ。

　アシュリンはエミリアに促されるままに覗き見して――息を呑んだ。

　見慣れたブルネットの髪に端整な顔立ち。黒の燕尾服をすらりと着こなして隣に座り、肩に寄りかかっている女性に、甘い笑みを見せている。

「……エリオット？」

















第三章　毒薔薇、去る決意をする












　幕間まで我慢していた自分はどれだけ辛抱強いのか、とアシュリンは自分を褒めたい気分だった。

　狼狽えている自分の夫と、その横で優雅に扇を揺らしている可愛らしい顔立ちの令嬢を交互に見る。

　エミリアはカーテンの陰に隠れながらもきっと、わくわくして聞き耳を立てていることだろう。

「アシュリン、来ていたんだね。連絡をくれれば……。そうだ、紹介するよ。こちらフルール嬢。後援をしてくださっているジラルデ伯爵の末の娘さんで、今日は付き添いにきたんだ」

　おどおどとしながらも、きちんと紹介してくれる。

　紹介されたなら、アシュリンも自己紹介しないわけにもいかない。

「アシュリン・エストーラです。どうぞよしなに」

　扇の向こうでにやついている女に、本当は「よろしく」なんて言いたくもないが社交辞令だ。心の中では渋々としながらもアシュリンは、にこりと笑みを作り腰を曲げる。

「こちらこそよろしくお願いします。まだデビューしたてで右も左もわかりませんのぉ。エリオット様のエスコートにいつも助けていただいているんですぅ」

　舌っ足らずな口調は柔らかだが、内容には明らかに棘がある。

（……というか『エリオットにいつも大切にされてます』って、言っているようなものよね）

　――宣戦布告されてる？

「今日は休演日だったのね」

　小娘のことはひとまず置いておくことにして、アシュリンはエリオットに声をかける。

「あ、ああ」

「あらぁ？　アシュリン様は、ご存じなかったのですか？　夫のことなのにぃ？」

　エリオットが頷いている横で、フルールが口を挟んできた。

「私も仕事をしていますので、ここずっと別宅にいたんです」

「それにしたってぇ……薄情じゃありません？　エリオット様はぁ、アシュリン様の夫ですよ？」

「子供じゃないのですから、こちらから尋ねるまでもなく自己申請するものではありません？」

「『夫の管理は妻がするべき』と教えられてきたものですからぁ。エリオット様の奥様は『先鋭的』と話に聞いておりましたが、本当なんですねぇ」

　社交界デビューしたばかりとだけあって、若さが弾けている。わざとらしく笑う声もだいぶ高めで大きい。まだ幼いという印象も強いな、ともアシュリンは思った。

（だからこそ、怖いもの知らずというか、まだ夢見がちで理想が当たり前の現実だと思っているのね）

「お褒めの言葉だと受け取っておきますわ」

　フルールの鼻をへし折ってやりたいと思ったアシュリンだが、まだ彼女は幼いのだと自分の毒舌を抑える。

　彼女の態度はムッとするものだが、そういう態度を許してしまっているエリオットの方がもっとムッとする。

（いくら今時の妻とはかけ離れていても、ここは妻の側に立つべきでしょう！）

　扇を広げ、目元以外隠すとエリオットを睨みつけた。

　表情をすべて晒すと、ありありと怒りをぶつけていることが周囲にばれてしまう。そうしてアイコンタクトをし、エリオットに無言の毒舌を吐き出していた。言葉で毒を吐いたところで、ご褒美になってしまうからだ。

　エリオットの顔色が白くなって、硬直してしまった。

　どう動いたら『正解』なのか、頭の中でぐるぐる回っている最中なのか、今の顔色のように真っ白で考えが思いつかないのか。

（と、いうかその、さっきから挑戦状を叩きつけた眼差しをしている娘を引き離しなさいよ……）

　固まって動かなくなった彼の腕に抱きついて、胸をぐりぐり押し当てているフルール嬢は、アシュリンを明らかに敵とみなして睨みつけてくる。

　正妻から奪おうとする愛人の図ではないだろうか？

（……まさかねえ……）

　本当にエリオットの愛人なのだろうか？

　彼に説明を促そうと視線を向けるが、まだ硬直中で話にならない。

「ねぇ、エリオット様ぁ。フルール、喉が渇いたわ。冷えたシャンパンが飲みたいなぁ」

　舌っ足らずの甘えたフルールの声は、アシュリンの癇に障るほど媚びたものだ。

「そうね、喉が渇くわね。下のラウンジに行きましょうか――ね？　エリオット」

　一言も声を発することができなくなった夫に、アシュリンはにっこりと微笑み誘導した。






「素敵な夜に乾杯」

　そうアシュリンは、シャンパンのグラスを持つ手を上げる。

　――第二ラウンドの始まりだ。

　共にシャンパンをとったのは、アシュリンを入れて四人。

　エリオット、エミリア、フルールである。

　劇場にも知り合いがいて声をかけてくる者はいたが、異様な雰囲気を感じ取ったのか、早々と退散していった。

　だが、気になるらしく一定の距離を保ちつつアシュリン達を見守っている。

（気になるなら、輪に入ってくればいいのに……）

　アシュリンにとって、その方がありがたい。特にエリオットの知り合いだったら、大いに助かるところだ。

　少し硬直が解けたものの、まだ流暢に喋れる状態ではないからだ。

　グラスが揺れているところを見るに、手の震えが止まらないらしい。

（私に見つかってここまで怯えているということは……浮気かしらね）

　新婚半年で浮気――アシュリンの胸に風が吹いた気がした。

　彼は俳優だ。今までだって愛好者や、彼の熱心な狂信者に言い寄られることだってあっただろう。

　それにフラリ、とくることだってあるだろう。覚悟はしていたと思っていた。

　けれど――実際は、何の覚悟もしていなかったと気づかされた。

　自分に夢中なエリオットは絶対に浮気などしない、という自信があったのだ。

　そして、浮気の疑いに哀しんでいる自分にも驚いていた。

　けれどこんな心の動揺、気づかれたくはない。平気な顔をしてシャンパンを飲み、エリオットやフルールに微笑む。

　こうして、いつものように気の強い妻を演じなくてはならない自分も哀しいと気づく。

　シャンパンを片手にまだエリオットの腕に絡みつき、胸をぐいぐい押しているフルールを見る。

　あからさますぎる誘惑で、ちょっと笑ってしまった。

　余裕に見えるアシュリンの態度にムッときたのだろう。フルールは一瞬、顔を歪めたがすぐに甘えた声と顔を出し、エリオットに寄りかかってきた。

「私、アルコールに弱いの忘れてましたぁ。うふふ……気持ちいい～。エリオット様、支えてくださいね？」

　よろり、と顔まで腕に密着させる。

　――まだ一口しか飲んでないのに。

　心の中で突っ込みを入れるアシュリン。

「え？　もう……？　舞台が始まる前にもワインを飲んでいたけど、酔ってなかったのに？」

「あ、あれは……っ、そ、そう！　果汁！　実は果汁だったんです！　子供だと思われたくなくてぇ、背伸びしちゃいました」

　さらにエリオットに指摘された彼女は誤魔化しているが、その辺の演技はまだまだらしい。

　拍子に手を振ったから、手に持っていたグラスのシャンパンが溢れてしまい、エリオットのジャケットの裾にかかってしまった。

「――あ！　ご、ごめんなさい……！　すぐにお脱ぎになって……こちらへ！」

　わざとではないにしろ、彼女の思惑に沿った展開になったらしい。いそいそとエリオットを連れていこうとする。

「どこへ？」

　とまたエリオットが尋ね、アシュリンにも顔を向ける。

「『どこへ？』行くのか聞きたいのはこっちの方よ？」

　アシュリンも、いつものように突っ込みをいれてしまう。

「あ、あの……そ、そう……！　け、化粧室！　化粧室へ！」

　言い直したフルールに対し、またアシュリンは指摘する。

「エリオットを婦人用に連れていくの？　それとも一緒に男性用の化粧室へ行くの？」

「うっ……」

　言葉を詰まらせたフルールから目を離し、エリオットに言った。

「かかっただけだから、拭くだけで平気だと思うけど、念のために楽屋で乾かしてもらってきたら？　顔利きで入れるわよね？」

「そうだね。すぐに戻ってくるよ」

　エリオットもアシュリンとフルールを直接対峙させたらまずい、と思っているのだろうがどうしたらよいのか、主体性のない彼には考えつかないのだろう。

「仲良く飲んでいてよ」と自分が戻ってくるまで悶着を起こさないようにと言いたげな台詞を吐いて、駆け足で人の多いラウンジを抜けていった。

（仲良く飲んで……って、この状況で？）

　やや眉尻を下げているエミリアと目を合わせ、それからフルールに視線を移す。

　エリオットが視界から消えて彼女の表情は甘さがなくなり、目の前にいる敵を威嚇しているように、鋭利な光を瞳に宿していた。

　どうやらフルールの方は、エリオットの言うことなど聞く気はないようだ。瞬時に戦闘態勢に入っている。

　かくゆう自分だって、彼女に聞きたいこともあるし言いたいことだってある。

　仲良く飲んでほしいなんて頼む方が間違っている。

「まさか、今更エリオット様のもとに戻るなんてことありませんよねぇ？」

「戻るも何も、別れることを前提に屋敷を出ているのではありませんから。先ほどお話ししなかったかしら？」

「口ではどうとでも言えますぅ！『離婚前提に奥方が屋敷を出た』と、皆は言っているんですよ！『やっぱりあの女性では彼にあわなかった、うまくいくはずがなかった』って。貴女はエリオット様に相応しくないんですぅ！」

「相応しい、相応しくない、は周囲が決めることではないんじゃありません？」

「エリオット様はぁ！　これから俳優としてどんどん大きくなっていく方なんですぅ！　私と、エリオット様の親衛隊が支えていくんですぅ！　貴女は邪魔者で、貴女がいるとエリオット様は、俳優として大きくなっていかないんですぅ！」

「『親衛隊』とか言うけれど、貴女も『親衛隊』の一人なの？」

「私が設立者なんですぅぅ！　私が先にエリオット様を見つけたのにぃぃ……エリオット様を好きじゃないくせに貴女が彼を奪うなんてぇぇ……！　毒薔薇のくせにぃ！」

　彼女は興奮したり、主張を始めたりすると語尾がますます伸びるらしい。その口調だけでも疲れるのに、内容も子供っぽくて疲れてしまう。

（もう我慢の限界だわ）

　毒を吐きたい。非常に。我慢しすぎて気持ち悪い。

「いい加減に語尾を伸ばした、子供っぽい喋り方を止めていただけないかしら？　私、確か社交界にデビューしているご令嬢とお話ししているはずなのだけれど、だだっ子の四歳児を相手にしているのかしら？　ここに来るのは早すぎてよ？　さっさとお母様のもとへ帰りなさいな」

「な……っ！　何ですって!?　わ、私が四歳児……！」

「あら？　普通に会話ができるのね？　そろそろ四歳児にわかりやすくお話ししようかと思っていたところだったの。よかったわ、私まだ子供もいないのに『そうでちゅかー』とか『すごいでちゅねー』なんてアヤすの嫌だわ、って思っていたところなの」

　ぶっ、とエミリアが扇の向こうでふき出している。

「と、年増のくせに……ぃ！　二十歳まで売れ残っていたくせにぃ！」

「でも、エリオットが結婚してくれましたから。フルール様の好きなエリオット様が」

　うふふ、と扇を広げ笑ってみせる。

「ど、どうせ……！　そ、そうよ、エリオット様は便宜上妻が必要になる時期で、あ、貴女なんて彼の欲求のはけ口でしかないはずよぉぉ！」

（……それは一理あるかしら……？）

　なんて同意してはいけない。

「ごめんなさいね。彼の情熱を独り占めしてしまって」

　うう、ずぴ、と彼女が鼻水をすすりだした。泣くのを必死に堪えているのがありありとわかる。

　毒舌に免疫のない者には衝撃が強かっただろう。きっと今まで、彼女はエリオットに近づく女性達に嫌がらせをしてきた立場で、自分が攻撃されたことはなかったのだろうから。

　――しかし、次のフルールの言葉にアシュリンは衝撃を受けた。

「い、いいもの！　いいもん！　私とエリオット様はぁ、心で繋がっているんだからぁ！　今夜の歌劇のように、魂と魂が結ばれている状態で愛し合ってるんですからねぇぇぇ！」

　それは彼女にとって砦。彼を愛して応援しているが、男女として関係が築けなかった者の心の支えを訴えたにすぎない。

　そうアシュリンだって理解している。

　だって自分だって好きな役者がいる、大勢だけど。支援だってしている。

　そういった者がエリオットにいることだってアシュリンはわかっている。

　――だが、アシュリンにとってその台詞は、胸に刃が刺さった感覚が生まれるほど耐え難いものだったのだ。

　スッ……と自分が纏う空気が冷たくなる。

　黙り込んでしまったアシュリンを見て彼女は、口論戦で自分が勝ったと思いこんだのか、したり顔を見せた。

「アシュリン……？」

　急に口を閉ざしてしまった彼女を心配し、エミリアがそっと近づく。

「……『魂と魂が結ばれている』？　綺麗事にしているけど結局、浮気でしょうに……。堂々と『不倫してます』って恥ずべきことを言ってるようなものだと気づかないの？」

　低く澱んだ声に、エミリアもフルールも硬直する。

「気分が悪くなったわ……エミリア、ごめんなさい。今日はもう帰るわ」

　アシュリンはドレスを翻し走り去った。

　息を呑んで見守っていた周囲の観客達はきっと「あの毒舌のアシュリンが負けた」と口さがなく言って広めるだろう。

　けれどそれはアシュリンにとってどうでもいいことだ。注目されたくて意識して言っていたことではないから。

　とにかく今はこの場から去りたかった。

（たちが悪い。ああいう形のないものの結びつきが、綺麗だの浪漫だの言っていることが気持ち悪い！）

　――いいえ、そうじゃない。

　気持ち悪いのは――

「アシュリン！」

　立ち止まって口を押さえていたら、急に後ろから肩を掴まれた。

　エリオットだ。追いかけてきてくれたのか。

「どうしたんだい？　何かあった？　――アシュリン？」

「見ないで！」

　エリオットが自分を見て驚いている。

　そうだろう、自分だって驚いている――泣いていることに。
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　きっと少しでも自分が優位に立とうと吐いた嘘に違いない、と思うのに。形のないものの繋がりを主張するのはおかしいと思うのに。

「事実じゃないか？」と不安に押しつぶされそうになって、泣きたくなって逃げ出したなんて。

「どうしたんだ？　まさかフルールが君にひどいことをしたのか？」

　逃げないよう、両肩を押さえてくるエリオットを力ずくで振り切る。

「もう、別れましょう。私、夫を支える妻の役目ってあわないわ。貴方なら、喜んで支えてくれる令嬢がたくさんいるでしょうし」

「えっ？　どうしてそんな話に？　意味がわからないんだけど……？」

「言葉の通りよ。役を演じる仕事をする方々が好きで支援をしているけど、『支援』から外れてはいけなかったっていうこと。一定の距離を置いて見守る方が私の性にあっていたんだわ」

「ア、アシュリン……！」

「離して」

　アシュリンは涙を拭うことを忘れたようにエリオットに告げ、差し出された彼の手を払うと踵を返しその場から去った。

















第四章　毒薔薇、毒を盛る












　それから一ヶ月――アシュリンはエリオットのもとに帰らず、相変わらずワイマーク家で過ごしていた。

　彼女に変化があったとすれば、あれだけ好きで毎日のように通っていた観劇に出向くことがなくなったということ。

　アシュリンはひたすら小説の仕事を受け、執筆をし、投資をしている業界の動向を探り、利益を模索していた。

　変化があったのは、アシュリンからエリオットへ正式に『離婚』を申し立てたことだろうか。

　騒ぎを聞いて母親が実家からやってきて娘にいろいろ言ったが、アシュリンが頑なに離婚の意志を通すので、途中で酸欠になって倒れてしまった。

　目覚めた母親はふらふらのまま娘に絶縁宣言をして、慌ただしく帰っていくという出来事があった。

　血の繋がった母親から縁を切られようと、離婚を進めようとするアシュリンにエリオット側の弁護士は「エリオット様は離婚に応じない」「会って話を」という態度を崩さないと告げる。

　弁護士が「理由は？」とアシュリンに問えば、「役者の妻として相応しくありません」と答える。「どうしてそう思ったのか？」と問えば「他の俳優の奥方のように、陰で支えるということができないからです」と答える。

　突然の離婚宣言にエリオットは憔悴しているらしく、「離婚は受け入れられない」とアシュリンの申し出を頑なに拒否していた。






（長引きそうね……）

　さっさと離婚を受け入れてほしいのに、アシュリンの脳裏にエリオットの端整な顔が浮かび、ペンが止まった。

　集中力がとぎれると、つい思い出してしまう。アシュリンはペンを置き、休憩を挟むことにした。

　お茶でもいれようと部屋から出たら、エミリアが一階から声をかけてきた。

「アシュリン、ちょうどよかったわ。イチジクのタルトをいただいたの。お茶でもしない？」

「ありがとう、是非いただくわ！」

　アシュリンが紅茶をいれ、庭の見える談話室でティータイムを楽しむことにした。

　すっきりと飲める癖のない紅茶を選ぶ。重たくもないし、渋みも少ない一年中飲める万能的なタイプの紅茶だ。そのためよくフレーバーティにも利用される。だが、どんな食事にもあう万能感のある紅茶だとアシュリンは思う。

　甘党のエミリアのために蜂蜜も用意した。

「隣のパラディール夫人の差し入れよ。荘園のイチジクが大豊作なんですって」

「それはよかったことね。果物が豊作だと嬉しくなるわ」

「同感」

　今回起こした離婚騒ぎについて付随してきた別件で、エミリアに迷惑がかかっていた。

　それなのに彼女は、何も言ってこない。

　それがアシュリンには申し訳がなかった。

「……ごめんなさい、迷惑かけてるわね。私の離婚のことで」

「迷惑なんてしてないわ」

　どうして？　と言わんばかりにフォークを置き、目を開くエミリアに言葉を続ける。

「母がエミリアに何か言ったのは知っているわ。それが今でも……じゃない？　隠しているけれど、エミリア宛に母が手紙を出しているのを知っているのよ」

「ああ」とエミリアは肩を竦めた。

「知っているのね。『離婚を止めてやってくれ』とか『貴女しか頼る人がいない』とか『貴女のせいで娘はふらふら落ちつきなくて離婚を考えたんだ』とか」

「ごめんなさい……お母様ったら、絶縁するなら態度を徹底してちょうだいよ……」

　アシュリンは、こめかみを押さえながら謝罪する。

「まあまあ、この三つはどの手紙にも書かれてるから覚えてしまっただけ。夫人もなんだかんだ言って、心配しているんでしょう。私のようになったら大変って」

「――そんなことまで書いてあったの？」

　最低、とアシュリンはますます首をもたげる。

「私はエミリアのこと、そんな風に思っていないから。むしろ尊敬してるわ」

「わかってるわ。確かにこの歳で独身だと目立つから仕方ないわよ。一度は結婚したけど……。こればかりはね」

　エミリアは一度結婚して離婚している。子ができなかったという理由で。

　夫の浮気相手が妊娠したというので、それ相応の慰謝料を請求して別れたのだ。

「私に離婚歴があるものだから、お母様は私の影響で離婚したがっていると思っているのかもしれないわね」

「我が母ながらなんて短絡的な……」

　アシュリンは今度は頭を抱えだす。

「まあまあ。だからこそ娘である貴女は、冷静に物事を考える人に育ったのかもしれなくてよ？」

「反面教師ですもの、母は」

「毒舌の部分は模範よね」

「この口の悪さは血筋だと、エミリアは知っていたのね」

　アシュリンの残念そうな言い方に、エミリアは盛大に笑った。

「そうそう、髪結師のユゲットとそこでばったり会ったんだけど……」

　ひとしきり笑い、渇いた喉を潤したあと、エミリアは話題を変えた。

　髪結師は髪を長く伸ばしている現在の女性達には、必要不可欠な職業だ。

　普段はメイドや自分で髪を結うが、正式なお呼ばれなど重大な場面に出向くときに髪結師を頼む貴族は多い。

　ユゲットは今、大人気の髪結師で、いつもは舞台の女優を中心に髪を結っている。

　アシュリンもエミリアの伝で何度か結ってもらったことがあり、顔見知りだった。

「ユゲットがどうかしたの？」

「ううん、彼女は問題じゃないの。貴女との離婚を承諾しない旦那様についての話を彼女から聞いたのよ」

「……ああ、そういうこと」

　男女で楽屋は別だろうけど、女優同士の話に聞き耳を立てているのだろう。

「彼、今散々よ。演技が」

「――えっ？」

　アシュリンはタルトを口に運ぶ手を止め、エミリアを見つめた。

　劇場通いを止めて興味のなくなったふりをしてきたが、舞台に影響が出るほど憔悴しているのなら、見過ごすことはできない。

「とにかく台詞を間違えたり、忘れたりしてそのたびにアドリブいれて誤魔化しているらしいわ。まあ、今主演しているのはコメディ寄りだから助かってるところよ」

「役者だという誇りはないのかしら……」

「さあ？　実は気になって昨晩、観に行ったのよ」

「いつのまに……」と言ってみたが、ここのところ夜はずっと部屋に籠もって執筆していたり、投資の勉強をしていたりしてエミリアの誘いを断っていたから仕方ないかと、黙ってエミリアの話の続きに耳を傾ける。

「化粧をしているけど顔色悪いわね。よく眠れていないんじゃないかしら？　時々、ぼんやりしている場面もあったし」

「何よ……それ。俳優失格じゃない！」

「精神的に疲憊してるんじゃないかしら？」

　エミリアの言葉にアシュリンは椅子から立ち上がる。

「私との離婚の申し立てのせいだと？」

「いやね、そうとは言っていないでしょう？　でも、原因の一つだと思うわ。だからアシュリンだって、そうして怒ってるのではなくて？」

　いちいちこの人は、核心をついてくる――アシュリンは、つり上げていた目尻を意識的に下げる。

「エミリア、今夜のエリオットが主演している舞台の席、取れる？」

「ボックス席は無理だけど。一般席なら取れるわよ」

「じゃあ、お願い」

「行くのね？」

　エミリアの満足げな顔に「うまく誘導された」と文句の一つも言いたくなったが、それは置いておこう。

（今はエリオットの尻を叩いて、やる気を出させることのほうが大事だわ）
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　エリオットが現在主演している舞台は、吸血鬼ものだった。

　たいていホラー色の強い、シリアスものが多い題材だが、今回は思い切ってコメディ系の脚本に仕上げたという。

　心臓に近い首筋を狙い生き血を吸うと広く知られている吸血鬼だが、どうしてか足首に魅力を感じ、ひざまずいて吸いにいくという吸血鬼ヒーロー。

　そのお相手であるヒロインはＳＭクラブに所属する見習い。吸血鬼ヒーローがヒロインの足首から吸いつきたいがためにＳＭクラブに通いつめていくうちに、ヒロインはクラブの売れっ子になり、女王に登りつめるという話だ。

　吸血鬼ヒーローはヒロインを自分の下僕として共に永遠を生きるよう強要するつもりが、ＳＭにはまってヒロインの下僕になるという。

　ちなみに十五歳以上の年齢指定だった――

（確かに何も知らないご令息ご令嬢には、ちょっと見せたくない話ではあるわね）

　この国の成人――いわゆる社交界デビューは早くて満十五歳と決まっている。それにあわせた年齢制限だ。結構どきつい場面もあるのかもしれない。

　エリオットは、そのヒーローである吸血鬼役。

　小説の挿し絵や過去の舞台で出演した、吸血鬼役の役者を思い出す。

　黒いマントにフロックコートにアスコットタイという第一礼装の衣装に、髪型はたいてい後ろに流して固め、額を出している。

　そして闇夜に輝く赤い目。

（イメージすると、よく似合うわね。特に作らなくても見かけは吸血鬼として合格じゃない）

　ただ他に問題がある。コメディというが、そもそも彼は気の利いた冗談や人を笑わせる才能があったかどうかとアシュリンは首を捻り、ため息を吐いた。

　自分は半年間も一緒に同じ屋根の下で暮らしていたのに、それさえもわからないなんて。

　ふと、思う。

（あの人は私があの人を見ているより、私のことを見ていたかしら……？）

　求婚した理由も『毎日僕に毒舌を吐いて奮い立たせてくれ』という一風変わったものだ。

　アシュリン自身を愛して求婚したわけじゃないし、自分も彼の熱意と彼の実家の素早い決断に、あれよあれよと結婚しただけだ。

　それでもいい、と最初は思った。

　実母の煩わしいお小言も終わるし、エリオットの実家は裕福でいざとなったら頼れるし、エリオットも役者だけあって容姿が素晴らしいし。

　勢いで結婚したってどうにかなる、とアシュリンも素早く決断したのだ。

　けれど――それは間違いだったのだ。もっとお互いを知ってから結婚を考えるべきだった。

（そうすれば今頃は、いい友人としてつきあっていたのかもしれないのに）

　軽率だったと、しょぼんと肩を落とす。

「アシュリン、ほら出てきたわよ。エリオット」

　エミリアに肩を揺さぶられてハッ、と我に返り、舞台に視線を向ける。

　――確かに、ちょっと頬がこけたような気がする。それに化粧で誤魔化しているけれど、顔色だってよくなさそうだ。

　何と言っても、目に生気が見られない。

「……もしかして役作りで？」

「違うと思うわよ？　……でも、そう言われると今のエリオットって、吸血鬼の役にはまっているわね……」

　アシュリンに言われ、エミリアも「そうなのかしら？」と首を傾げたが、すぐに違うと言い返す。

「でもこれはコメディだし、そこまでシリアスに寄せることって意味ある？」

「血気盛んな吸血鬼にしちゃったら、舞台で吸血鬼に見えなさそうじゃない？」

「それはコメディならいける設定だと思うわよ」

「それを考えるのは、脚本家と監督だし……」

「それはそうね……」

　ぼそぼそ、と小声で会話をしながらエリオットの様子を見守る。

　絶妙なヒロインの指摘に笑いが起き、他の役者達も笑いながら視線をエリオットに向ける。

　ここはエリオットが喋る番なんだ、とわかる――が、進行上絶対にあってはならないはずの場面で間が空いた。

　エリオットがボヤッ、と突っ立ったままで、ヒロインが再び口を開いた。

『ねぇ！　ちょっと！　聞いていて？　自称吸血鬼さん！』

　自分の台詞の番だったと気づいたのか、エリオットはわざとらしく大げさに身体を震わせて、

『おおっ！　……っと、ひどいな、私は『自称』ではなくて本当に吸血鬼なのだよ？　なんなら今ここで証明してみせようか？　麗しいお嬢さん』

　と、なんとか踏ん張った。

『ここで？　ならプレイ代が必要よ。金貨一枚』

『はあ？　高すぎだろう？　昨夜は銀貨一枚だったぞ！』

『物価が上がったのよ、急騰したの、貴方限定で』

　話が繋がってアシュリンはホッと肩をなで下ろしたものの、それからも台詞をとちったり、動きを間違えたりとまだ一幕終えていないというのにかなりの失敗率だ。

　アシュリンはその度に、身が縮まる思いで舞台にいるエリオットを見守る。

（見ちゃいられないけれど、見ずにはいられない……！）

　ようやく一幕が終わった頃には、アシュリンは気疲れでぐったりしていた。

「ア、アシュリン……、大丈夫？」

　たった一幕観ただけで、げっそりとやつれているアシュリンをエミリアが心配そうに声をかけてきた。

　アシュリンは一つ、大きく息を吐き出すと勢いよく椅子から立ち上がる。

「――楽屋にいくわ」

「アシュリン、エリオットに会うのね？」

　エミリアの問いにアシュリンは強く頷く。

「エリオットの気を引き締めないと……！」

　彼に『ご褒美』の毒舌を吐けば、これからの今夜の舞台はましになるだろうか？　とアシュリンは思いながら、楽屋へと急いだ。






　アシュリンが楽屋に入ったとき――一瞬ざわめき、空気が張りつめた。

　一斉にアシュリンに視線が注がれる。

　自分が誰で、どうしてここにやってきたのかわかるのだろう。

　張りつめた空気が解かれ、一様にホッとした、和らいだ表情を見せてくる。

（ごめんなさいね、精神面の弱い夫で）

　の意味も籠めて頭を下げる。

「エリオットがお世話になっております。……あの、夫はどこに？」

　見かけの穏やかさにあった、優しい声音で尋ねる。

「ああ……エストーラ夫人。彼は個室なんだ。この楽屋を出てすぐ右の扉」

　舞台に出ている俳優の一人が教えてくれる。

「夫人が会いにきてくれてよかった！　エリオットが喜ぶよ、あいつすごく憔悴していて演技に身が入らないんだ」

　二人が今『離婚』で揉めていることを百も承知の台詞だ。

「二人の問題なのに、仕事に支障がでているようでごめんなさい。私の方からも言っておくわ」

「まぁ……、強く出られないエリオットも悪いのだと思うよ」

　会話の流れ的に『エリオットが浮気をした。それがばれて離婚話に発展している』ということらしいとアシュリンは悟る。

（面倒くさいからそのままでいこう）

　アシュリンはそう、困ったように眉尻を下げ、片手を頬にあて憂うように瞼を落とす。

「そうなのよ……あの人、優しすぎるのがいいところでもあるし、欠点でもあるのよね」

「でも今回は彼の親衛隊の令嬢に、きつく叱ったらしいんだ」

　――あの、フルールとかいうジラルデ伯爵の令嬢のことだろう。

「そうでしたの。……言ってはなんですが、夫は少し幼げな方に人気があるようですのね。彼の甘さを見抜いているのでしょうか？」

「あのご令嬢は特別ですよ。礼儀正しい子達の方が多いんですよ。ただ、そのご令嬢を出入り禁止までさせた結果、父親であるジラルデ伯の怒りを買ってしまったんです」

「――なんですって？」

　ジラルデ伯爵も芸術に貢献している貴族で、幾つかの劇場や団体に支援金を出している。

「それでこの次の舞台の役から降ろされてしまったんです。次回のは大きな舞台だったので……。夫人との離婚問題も重なってしまったものだから、なかなか気持ちが浮上してこないようで……」

（この子にしてこの親あり、だったのね。……腹立たしいこと）

　あの阿呆な娘のことはひとまず置いておいて、エリオットをなんとかしないことにはハラハラして観劇に集中できない。

（そうよ……彼は、自信過剰でちょっとお馬鹿さんで、いやらしいけれど……役者として大成できるものを持っているもの。ここで駄目にしてはいけないわ）

　贔屓目なのかもしれないけれど、アシュリンは感じたのだ。彼の持つ雰囲気に。

　最初に目があったときに――あのシルバーの瞳の輝きに。

　妻として最後のお仕事になるかもしれない。

「ありがとうございます。これからご機嫌伺いに行ってきます」

　アシュリンは、親切に教えてくれた俳優の役者に礼を述べ、隣の楽屋に向かった。

　果たして自分の毒舌に、彼は元気を取り戻すのだろうか？

　大きく息を吸うと、ゆっくりと吐き出す。それから気合いを籠めて扉を開けた。






「……誰？　入るときはノックしてから――」

　ゆっくり振り返るエリオットの顔色は、ひどく悪い。目の下に隈ができて、窪んでいるし痩せたのか頬がこけている。

　しかしアシュリンを認識した途端、生気のない瞳に光が宿った。

「ア、アアアアア、アシュ……ッ！　アシュリン！」

「久しぶりね、エリオット」

　挨拶をしている途中から猛突進してきた夫を扇で止める。

「抱きつくのは芝居が終わってからにして」

「抱きしめていいのかい？」

「終わってからね」

　にこり、と笑みを向けてくれた彼女にエリオットはホッとしたのか、つられたのか、嬉しそうに笑いかけてくる。

　しかし――途端、アシュリンは綺麗に整えた眉尻をつり上がらせ、目に角を立てた。

「何？　あのお芝居は!?　子供のお遊戯会の出し物のほうがよほどましだわ！　というか、他の俳優の方に迷惑かけて！　彼らのフォローがなければ滅茶苦茶じゃない！　貴方は今後も俳優としてやっていく気があるの!?　やりたくないの？　辞めたいの？　辞めたいなら迷惑だから今、ここで辞めなさいよ？　貴方の代役なんていくらでもいるんだから」

「アシュリン……いつもながらひどい……」

「いつも以上にもっとひどいこと言いましょうか？　目が覚めて奮起できるように！」

　それだけで、明らかに生気が漲ってきているエリオットを見て、アシュリンは「いつも通りだわ」と腰に手を当てて、大きくため息を吐き出した。

　――でも、ちょっと嬉しいとも思う。

　彼を元気づける言葉をかけられる存在なのだ、自分は。

（まぁ、内容が毒舌なのが変わってるけれど）

「さあ、私のご褒美が欲しかったら、これからの舞台を楽しませてちょうだい！」

「終わったら僕のもとへ帰ってきてくれるんだね？」

「ひとまずね。話し合いが必要だし」

　アシュリンの言葉を聞いて、エリオットはたちまち萎れた花のようになった。

「やっぱり僕と離婚したい……？」

　おずおずと聞いてくる彼は、主人を求めて切なく鳴く忠犬のようだ。

（萎れた花という表現却下。犬だわ、犬。やっぱり犬）

　利口な犬は恩義を感じた主人に、一生尽くすという――

　アシュリンは、宙を彷徨っているエリオットの手を握る。

「私も感情で走って悪かったわ」

「アシュリン……」

「私達、夫婦である前に『アシュリン』と『エリオット』を見るべきだと思ったの。何も知らないと言っても過言じゃないくらいに、結婚を決めるのが早かったでしょう？　結婚してそれから、お互いを知ろうというのもいいかもしれないと承諾したけれど、若い私達にはちょっと無理だったわね」

「えっ？　どうして無理だった？」

　本当に気づかないのか？　――アシュリンは呆れたが、顔に出さないで言葉を繋いでいく。

「欲求に負けて、『夫婦の会話』って碌々してないの。私達って」

「ああ……っ！」

　ようやく気がつき、頬を赤らめたエリオットを見てアシュリンは笑う。

　――やっぱり、憎めないのよね。という意味を乗せて。

「離婚する、しない、は置いておいて、互いのこと話しましょう。それで鼻持ちならない女！　と思い始めたら別れてもいいでしょうし」

「それはない、絶対に」

　弱々しかった彼の語調に、急に力が入る。

「僕は確かに人の意見に流されやすい人間だけど、一生愛していける人は自分で見つけたいとずっと思っていた。アシュリンを好きになって求婚したのは僕の、僕だけの意志だ。君が生意気で毒舌なのは初対面で理解したし、それが小気味よかった。鼻持ちならない女なんて思わない、これからだって。ずっと」

「エリオット……」

　そう告白する彼が、今までの中で一番格好良く感じる。

　柄にもなくときめいてしまって、体温が急上昇している自分がいる。

「わ、わかったわ。貴方の想いは受け取った。と、とにかく、舞台は芝居に集中して役を演じて。でないとヒヤヒヤしっぱなしで……私にダイエットさせたいの？」

　なんてはぐらかしてしまう。素直じゃないと自分自身に舌を鳴らしたい。

　こういうところも可愛くない、と言われているのに。

　だが、エリオットはそんなアシュリンも可愛いのだろう。

　快活な笑い声を出した。

「いやいや、君がこれ以上痩せないように、いい演技をしてくるよ」

「た、頼むわよ」

　エリオットが狼狽えるアシュリンの手を上げ、言った。

「手の甲にキスはいいかな？　それくらいは許してほしい。本当にアシュリンへの僕の気持ちだから」

　敬愛や尊厳を意味する手の甲のキス――

「……いいわ」

　アシュリンの了承に、エリオットの表情が柔らかい笑みを作る。

　最大限に自分を魅せる笑みだ。作った笑みだろうが、自然に溢れた笑みだろうが、相手を魅了させる威力は十分だとアシュリンは思った。

　唇と手の甲の皮膚が出会う音が、アシュリンの脳に甘く響く。

　そうして顔を起こしたエリオットと視線を合わせ、アシュリンも微笑む。

　エリオットが演技に奮い立つようにと。

「下手くそな演技したら、今度からは演技しやすいワンコの役を私がとってきてあげるから。嫌ならしっかりやってね」

















第五章　毒薔薇、好きだ












「彼女のことは申し訳なかった。もっと早くに彼女の僕への想いに気づいていればよかった」

「あれだけあからさまなのに、気づかない方がおかしいわよ？」

　アシュリンの放つ言葉はきつい。きついのに、不快にならない。

　どうしてか？　と言われれば『惚れた弱み』もあるだろうけど、彼女の言い方も関係するのだろう。

　明るく朗らかに毒を吐くものだから、気分が悪くならないのだ。

　人の陰口を話す。本人に嫌みを言う。なんて行動をしている相手を見ていると、たいてい、ひどく嫌な顔をしている。語調も悪気にあふれている。

　人は善人ばかりではない。だから僕はその悪口の対象にならないよう、いつもニコニコとして、人の意見にあまり逆らわないよう従順に生きてきた。

　それは、血の繋がった両親など身内に対してもそう。

　物心ついたときから僕はかまわれる立場で、こちらから動かなくても周囲が先回りしてやってくれていた。僕はそれに反抗せず、彼らに任せていた。

　この国ではかなり高位の有力貴族の末っ子として生まれた、僕の宿命とも言える。かしずかれて育つことは当たり前だから。

　成長して、人より容姿が際立っていた僕は俳優を目指すようになった。

　……実はこれも周囲の勧めだ。

　カレッジ時代にやった、イベントでの演劇が評判を呼んだのだ。

「おまえ、顔もいいし俳優めざせよ」なんて同級生に言われあっさりとその気になった。

　彼にとって軽口だったのかもしれない。久しぶりに会ったら「まさか本気で俳優をやるとは思わなかった、すまん」と謝られたから。

　そんな感じで僕は、素直に人の意見に従ってしまうところがあるのだ。

　進学や就職など人生の岐路に立つとき、僕は周囲の意見に従って生きてきた。そうして大変な目に遭ったこともないし、悩むことなんて最小限に済んできた。それどころか得な部分が多かった。俳優になってから親衛隊というファン達に囲まれたり、仕事も順調にもらえたりしていたから。

　僕にとって『これが最適な生き方』だと自分自身納得して生きてきたのだ。

　けれど、たった一つだけ、僕自身で選びたいと思っていたことがあった。

　――それは、

『一生、添い遂げる妻は自ら選ぶ』

　ということだ。

　親に決めてもらってもいいだろう、貴族の大半はそうだ。きっと周囲は口を揃えて言うだろう。その方が夫婦仲は、恋愛で結婚した夫婦より仲がいいらしい。

　しかし、その逆になるともう修復不可能なほど冷え切った仲になるとも。しかも家同士、または周囲から勧められた婚姻だから、別れようにも別れられない。

　――そんな夫婦生活は嫌だ。

　なら、自分が愛して一緒にいたいという相手と結婚したい。

　それで夫婦生活が駄目になっても、世間体が、家が、なんて離婚することを許されない家庭より縛られるものが少ないのだから楽じゃないか？

　我ながら小賢しい考えだから、ここまで正直に話した相手はいない。

『結婚相手は自分で選ぶ』までだ。

　そう、僕は『夫婦生活が飽きたら』簡単に別れられる相手を探していたのだ。

　なのに、その考えに沿った相手を探せば探すほど――心は冷えていき、女性を愛の対象として見ることができなくなった。

　けれど、見事それをひっくり返す相手が僕の前に現れた。

　それが――アシュリンだったのだ。

　嫋やかな体躯にふわっとした柔らかな、いかにも優しそうだと印象づける容姿。見た目だけなら『花嫁候補』になりやすそうだった。

　しかし、彼女の小さな口から発する言葉は、想像を絶するものだった。はきはきとした口調に、繰り出される毒。

　これが噂の『毒薔薇』と評される彼女か。

　最初は不快だったのに――やられてしまった。

　彼女が瞳を輝かせながら自分の生き方を語る姿に。

　毒舌の裏にある励ましの言葉に。






　――この娘こが好きだ！






　彼女とならきっと途中で飽きることなく、一生添い遂げられる！

　そうだ！　そうなんだ！　自分は別れることを前提に恋愛結婚したいんじゃなかったんだ！　一生愛し合える相手が欲しかったから、恋愛結婚にこだわっていたんじゃないか！

　視界が一気に広がり、明るくなった気がした。

　これが恋か！　愛か！

　僕を導く毒舌の女神！

　彼女しかいない、早く彼女を掴まえて結婚しないと！

　せっかちな父でよかったと、このときほど感謝したことはない。

　アシュリンは狼狽えながらも、流されるように結婚してくれた。






　――けれど。

　アシュリンは僕のもとから逃げたのだ。

　逃げた理由はこうして話して、納得するものだけど。

　アシュリンと久しぶりの再会を果たしたあとの舞台は、大成功だった。

　そうして僕はご褒美に彼女との抱擁を許されたのだ。










「それでも、フルール嬢に迷惑だと言えたのね」

「ああ」

「フルール嬢のお父様が支援しているうちの一人だと知った上で、彼女に注意するなんて……」

「……浅はかだったかな？」

「ううん、よく覚悟したなって」

「決まってるじゃないか。アシュリンは僕の大事な妻なんだ。どんな状況だって妻の味方をするよ」

　アシュリンは僕の言葉にひどく驚いている様子だ。そんな変なことを言っただろうか？

　ほんのりと彼女の頬が染まっていることに気づいた瞬間、アシュリンは誤魔化すようにその部分を手で隠した。

　そういうところが可愛いんだ。

「『もう僕は君の付き添いはしない。それで君の父君が援助を止めても致し方ない』と」

　続けざま言葉を吐き出すと彼女は、輝きの強い青の瞳をますます大きく開いた。

　それはそうだろう。流される傾向にある僕が、支援してくれる相手に逆らわないだろうと思っていたのだろうから。

「驚いたわ、エリオット。貴方、自分の意志で断ることってあるのね」

「たぶん、アシュリンだけじゃなくて、俳優仲間や他の支援者も驚いただろうね」

　僕の切り返しにアシュリンは肩を揺らし笑った。

「自分でそれを言っちゃうの」と。

「君のお陰かな？　結構しゃれた切り返しができるようになったんだよ」

「それで自慢してるつもり？　まだまだよ」

　肩を竦めながらアシュリンは僕を窘める。

　他の男性ならきっと、こんな切り返しをしてくるアシュリンを『生意気』としか思わないだろう。

　でも、僕にはとても気持ちのいい会話だ。

　どうやら僕は、こういう女性にひどく弱いのだろう。

　自己主張が強く、物事をはっきり言って歯に衣を着せない、表情の豊かな先進的な女性に。

「私が彼女に、ひどいことを言ったとか思わないの？」

　アシュリンが、困ったように尋ねてくる。

「……それは誰に対してもそうじゃない……？」

「……そうね」

「でも、相手によって態度が変わる人よりも僕は信頼できる」

　今度は他の部分まで赤くなってしまい、アシュリンは「暑い」と扇で仰ぐ。

　ああ、ここ、ここ。

　こういう仕草や話し方が、可愛くてたまらないんだ。

　にやにやしたくなるのを堪えるために、全力で頬を引き締める。ここでにやついたら、アシュリンの目に角が立つ。

「で、でも。そんなに私を信頼してもいいの？　言い方だけじゃなくて、もっと意地悪していたり、他の男性とそういう仲だと言われたりしても、貴方は私の味方なわけ？」

「アシュリンはそういうことはしない、とわかってる。……あまり夫婦の会話もしていないけれど、それだけは知っている。なんだかんだ言って僕を受け入れてくれることも。だから甘えてた」

　アシュリンの言うとおり、僕たちは会話が必要なんだと改めて気づかされた。

　だからちょっといちゃつきたい感情を抑え、真剣に答える。

「次回の主演はなくなったけれど、その次の予定はある。中休みだと思って演技の勉強でもするよ」

「そう……」

「それに、アシュリンと話せる時間ができたし」

「前向きね。とてもいいことだと思うわ。でも――離婚の話し合いはうやむやにしないから」

　うっ、さすがアシュリン、厳しい。

「離婚回避したと思いたかったんだけど……」

「フルール嬢とは、本当に何もないの？」

「……えっ？」

　アシュリンの問いに、僕は驚いたまま逆に尋ねた。

「アシュリン、もしかしたら妬いてる？」

　ようやく戻ったアシュリンの白い頬が、また朱に染まる。

「そ、そうとも言えなくもないわね……！　だ、だって、今は夫婦だし！　それに、公衆の面前で、ああもいちゃつかれたらね……。特別な関係だと思われても、仕方ない様子だったわよ」

　まだアシュリンには、何か引っかかることがあるようだ。問い詰めてくる。

「フルール嬢が君に何を言ったのか、よく聞いていないんだ。何を言ったんだ？」

　ちょっと間が空いて、アシュリンはゆっくりと口を開く。

「あのとき、観ていた歌劇の内容のテーマそのものよ」

「『宮廷愛～背徳の情熱』？　あれは『身体の関係ではない魂と魂の繋がりこそ美しい、が真の愛』とかいう……っ！　つ、繋がってない！　絶対繋がってない！」

「本当に？」

「当たり前だよ！　もちろん、身体もないから！」

　慌てて否定する。

　僕の言葉に疑いは持っていないようだが――アシュリンの様子がおかしい。

「そんなに嫌だった？　魂同士が繋がってる表現が？」

　僕の問いに、アシュリンの穏やかな顔立ちがきつく歪んだ。

「ええ、嫌いよ。大っ嫌い。『魂が結びあっているほど愛し合ってないから、身体の関係はいいでしょう？』って暗に言っているようにしか聞こえないし、『身体の関係より魂同士通じ合ってるから、貴女より愛されているのは私』と言ってる人も嫌よ。いったいどうやって『魂が結ばれている』って知るのよ？　見えもしないのにそう思いこんで。ロマンチストにもほどがあるし、見えるなら病気で精神科医の出番だわ」

　と、大層な毒を吐いた。

　ふんわりとした柔らかい印象でありながら、この毒舌。皆は大抵引くだろう。

　でも、彼女は珍しくいつもより苛立っている。だからいつもより毒が強いんだ。

「……すごく怒っていない？」

　尋ねると、アシュリンは素直に頷いた。

「もしかしたら……結婚前に、付き合っていた人がいたのかい？」

　実は過去に、愛し合っていた男性がいたのだろうか？

　それで『魂と魂が結びあっているから身体の浮気はいい』と言われて、傷ついたのだろうか？

　心を許した相手がいたのかと僕は内心、憔悴し、また嫉妬心も湧いた。アシュリンを振るなんて、と。

「いいえ、いないわ。私、個人的におつきあいする時間があったら、歌劇やお芝居を観に行きたい人だから」

　と首を横に振り言い切る。親しく付き合っていた男性はいなかったと聞いて安堵する。

「じゃあ、どうして？」

　しばし沈黙があった。アシュリンが珍しく迷っている。ますます僕は焦った。僕にも言えないことがアシュリンの過去にある。

　彼女は躊躇いがちに口を開いた。

「エリオットは口が堅い方だったかしら？」

「口外しないで、と言われれば、ずっと口を閉ざすよ」

「じゃあ、誰にも話さないでね」

　わかった、と頷くとアシュリンは短く言った。

「エミリア・ワイマークの、別れた夫の今の妻」

「……ああ」

　エミリアも、芸能を支援している一人だ。何度も顔を合わせているし、彼女のお陰でアシュリンと出会えたのだ。僕にとっては恩人である。

　しかし今の時代、まだまだ独身で過ごす女性は少ない。

　たいてい独身でいる女性は、ほぼ『子ができない』か『身体に重大な疾患がみつかった』などだ。

　彼女は一度結婚したが、夫との間に子は恵まれず――代わりに夫と愛人との間に子ができてしまい、愛人が乗り込んできて大騒ぎになったと聞いている。

「エミリアは『もう、昔のことよ』と平気な顔して、あの手の劇を鑑賞しているけれど……私はもやもやするわ。エミリアから夫を奪った愛人は『私達は魂が繋がっているから、たとえ引き裂かれても常に一緒なのよ！』って一人で盛り上がっていた。……あのときの愛人のあざ笑うような顔と、凍ったように表情を消したエミリアを忘れないわ……全然、美しく思えない」

　思い出して苦々しい表情でいるアシュリンを僕は引き寄せ、抱きしめた。

「君はやっぱり、優しい……。情が厚いよ」

「……な、何言っているのよ！」

「自分のことじゃないのに、こうして親友の彼女のことを思い哀しんだり悔しがったりして……普通なら、そこまで親身になれないものだよ」

「エミリアは特別なのよ……私の姉でもあり、親友でもあり、生涯の師でもあるんだもの」

「じゃあ、僕は？」

　近くでアシュリンを見つめる。鼻と鼻がくっつきそうな距離で。

　青くて大きな瞳が開き、それからわざと瞳を逸らされた。

「そうね……私の飼い犬かしら？」

「他には？」

「他に表現が必要？」

「聞きたい」

　僕がしつこく聞いて離さないものだから、アシュリンは少々不愉快になったらしい。

　むっと、口角を下げてまっすぐに睨みつけられた。

　けれど僕だって負けてはいない。余裕の笑みを浮かべ、彼女を見つめ、額に口づけを落とす。

　軽く吸いつく音に、ふわりと笑ってくれる。

　そうして腕を僕の首の裏に回して言った。

「棘だけでなくて、毒をもつ薔薇を愛してやまない、お馬鹿さん」

「ひどいな――でもその通り。好きだよ」

「私も、そんな変わり者の可愛い貴方が好きだわ」

　アシュリンはそうして自ら僕の唇を奪った。

















第六章　毒薔薇、たっぷり愛される












「ちょっと、どうしてこうなるのよ？　夫婦の会話を楽しもうと言ったのはエリオットでしょう？」

「足りなかった夫婦としての交流を楽しもう」とエリオットに促され、ほいほいとついて行ったのがまずかった。

「『会話を楽しもう』とは言ってないよ？」

　そうだ、確かにそう言っていない。だがあの会話の流れなら『反省したエリオットは身体の繋がりより、まず夫婦としての繋がりを強固にするために語り合おう』となるとアシュリンは考え、了承したのだ。

　それが――

「結局、いつも通りじゃない！」

　エリオットの真意がわかったときには、すでに彼の手によりアシュリンのドレスは半分ほど剥がされていた。

　こういう動作は速い。舞台で手早く脱ぎ着するので鍛錬されているからだろうが、思わず感心してしまう。

「次回の舞台がなくなって、二人で語らう時間はたっぷりとできたんだ。今日くらいはアシュリンの肌を味わいたい」

　エリオットは端麗な顔で笑い、アシュリンはそれに見惚れた。

　その隙にエリオットは素早くアシュリンの唇を塞ぐ。

　駄目と言わせないつもりとも、拒絶させないつもりともとれる彼の動作は、機敏で余計な動きがない。

　熱く唇を重ねてきたら、歯列をこじ開けて彼の舌が入ってきた。

　こうなってしまうと、アシュリンの方もしょうがないわねと思ってしまう。

　彼は初対面で求婚してきたときと同じように情熱的だ。欲望に忠実で早急なのはご愛敬としよう。

　アシュリンの方も彼に応える。

　舌を重ね、彼の口腔を舐める。久しぶりに感じる彼の熱さ。やっぱり愛しい、と思った。

　他人の意見に従順で少々頼りないとしても、それを上回る長所がある。

　何より――自分を誰よりも愛し、生き方を認めて自由にしてくれること。

　そのことがアシュリンにとって何よりも素晴らしく、彼を愛することに十分な理由なのだ。

　アシュリンは彼の背に手を回し抱き締める。身体も口腔の中同様に熱い。

　エリオットの大きな手がアシュリンの身体をまさぐる。彼の手が心地よくてうっとりしてしまう。

　すでに剥がされた上半身は素直にエリオットの身体に反応してしまい、火照ってきた。

　彼の手もアシュリンの背中に回り、後ろからピンをはずし、彼女の結われた髪を下ろしていく。解放されたプラチナブロンドの髪は、ゆるやかに寝台に流れた。

「ゆっくりと寝台の中で過ごそう」

　そのエリオットの言葉に、アシュリンは彼の唇に軽く口づけで同意を返した。

　彼はまず彼女の残りの衣装を脱がす。それから自分のすべての服を脱ぎ捨てると、再びアシュリンの上に覆い被さり、彼女の脚を手のひらでなぞった。

「――っあ」

　いきなり白い太腿に唇を寄せてきたので、アシュリンは驚いて小さな声を上げる。

　エリオットの唇の刺激が久しい。その刺激にアシュリンの白い肌がぞくぞくした。彼の唇がそこから膝へと下る。膝頭を甘噛みされてまた声を上げた。

「ふぅ、ん！」

　たったこれだけのことなのに、アシュリンの身体の奥はもう溶けだして下腹が熱い。それなのに彼の唇は、そこから遠い場所ばかりを愛でる。

　脚の脛に行き、そこから脚の甲、そして指先へと。

「そ、そこは……汚いわ、駄目」

「そんなことない。いい香りがする……香料かな？」

　エリオットはそう言ってアシュリンの足の親指を舌先で舐めてから、少し強めに指を噛んだ。

「あっ……っ」

　ぴくん、と白い裸身が波打つ。

　それから彼はアシュリンの四肢の隅々まで舐めた。時々ちくりと噛みつき、吸いついては赤い痕を刻んでいく。

　アシュリンは、彼の行動のすべてを恍惚と受けいれていた。

　時間をかけて愛撫を受けて身体はもどかしさに揺れ、敷布に波を作る。

　蜜壷は一度も触れられていないのに、こんこんと蜜が湧き腿の付け根を濡らしていく。

「は……ぁ、エ、エリオット……」

　下半身を中心に責められた。それだけでもう淫らな蜜を流して、体内はエリオットを求めている。

　――それに、いつもより欲情していない彼が気になった。

　いつもの彼なら、もうここで堪えきれなくて自分の中に入り、思う存分責めてくるだろう。

　それなのに今日は違う。ゆっくりとアシュリンの身体の細かい部分まで、取り残しのないように愛撫をしてくる。

「エリ……オット……ぁあ、も、もう……」

「もう、欲しい？」

　彼のシルバーの瞳がアシュリンを見上げてくる。彼の瞳は冷徹に輝き、ブルネットの髪は汗を含んで、彼の頬や首筋にまとわりつく。

　獣のように見え――アシュリンの鼓動が激しくなった。

　怖いと思った。けれど刹那、ゾクゾクとした興奮に変わる。

　アシュリンは思った。性生活は、彼の支配下に置かれているのだと。

（でも……それでいいのかもしれないわ）

　アシュリンは生活のすべてを、自分が御するようなことはしたくない。

　昼の生活は、自分がしっかりと手綱を握っている。夜は彼に任せていい。

　それが二人にとって、バランスがとれているのだろうとも。

　彼にだって征服欲があるだろう。

　――自分にもあるように。

「……欲しいわ」

　アシュリンは恥じらいながらも、自分の意志を告げた。

　端麗な顔の彼が狡猾そうに口角を上げるとアシュリンの膝を立たせて、股間に顔を埋めた。

「ぁあ……っ」

　ぴくり、とアシュリンの脚が動く。エリオットはその脚をもっと開かせて、奥に咲く花弁を舌でなぞる。

「はぁ……っ……ん！」

　さんざん焦らされた秘所は、少し擦られただけでも何倍もの強い官能を引き起こした。

　快感に震えながら敷布を握りしめ、嬌声を上げる。

「たったこれだけのことで果ててしまうなんて……アシュリンも我慢していたんだね」

「んん……ち違……ぅ……っ！」

　彼の舌はもっと奥の方へと忍び込んでくる。ぬめぬめとした隘路をかき回し、湧き出す蜜を舐め取る。

「舐めても舐めても止まらない。どんどん溢れてくる」

「ぃ、言わないで……ぇ、い、いやぁ……っ」

　言ってほしくないのに、身体は彼の言葉に鋭く反応して溢れてくる。

　愛液となった蜜は、白くてふるりと揺れる尻の方へと滴っていく。

　濃厚な愛撫を繰り返され、アシュリンの快感は研ぎ澄まされていて、軽く触れられただけでも甘い痺れが全身を巡る。

　それが苦しいのに――気持ち好い。

「ぁあ、ああ……っん！　わ、私……も、もう……っ！　……いっ……！　ちゃ……！」

　魚が跳ねるようにアシュリンの白い裸体が痙攣する。

　久しぶりの絶頂は、思ったより身体に衝撃を与えたらしい。緊張が解けた途端、ぐたりと弛緩して力が入らない。また意識も朦朧とする。

「好かった？」

　そう言葉をかけられても、アシュリンは返事など出なかった。

　それでも快楽に委ねた身体はまだ、とくとくと蜜口から愛液をこぼしている。

「少し……休ませ……あっ、ぃ、いやぁ――」

　身体が落ち着くまで待ってもらいたかったのに、エリオットの劣情はとうとう堰を切ったらしい。

　アシュリンの濡れそぼった蜜口に、己の剛直をねじ込んできたのだ。

「ぁ、あっ――ぁあ」

　アシュリンへの愛の印、といわんばかりに愛撫を奉仕してきた彼のものはすっかり膨れ上がり、熱く硬くなってまさに杭のようだ。

　そんな熱杭をずくりとアシュリンの中へ挿しいれて、最奥へと進む。

　こんなに圧迫感があっただろうか？　とアシュリンが喘ぐほどだ。

　彼と身体を添わなくなって二ヶ月足らずか――たったそんな期間だけなのに。

「あ、あ……エリオット……待って……そんなに、動かない、で……っ」

「久しぶりだから……ゆっくり動かそうか」

　そうエリオットは言うと、単純な律動をゆっくりと繰り返し、彼女の隘路を解いていく。

　ごつごつとした感覚が減り、滑らかに自分の中を行き来しだしてアシュリンも頬を緩める。

「――もう、いいね」

　エリオットがそう言って、いったんアシュリンの体内から己のものを抜いたかと思うと、彼女を抱き起こし自分の屹立した上に座らせた。そそり立つ熱杭が、アシュリンの隘路を深々と貫く。

「ぁあああああああっ！」

　強い衝撃が最奥に届き、振動が甘い痺れとなって全身に渡った。

　快感に身を揺らすアシュリンを、エリオットは腰を巧みに使って突き上げる。

　アシュリンの乳房が官能的に揺れ、エリオットは誘われるように食らいついた。

「あ、あ、あっ、ぁあ、ん、んあ……」

　結合部からじゅぶじゅぶと淫らな音が聞こえる。

　自分の中が、エリオットを受け入れて喜びの音を出している。

「アシュリンの中、いい音を出している……。素敵だよ。舞台裏のオーケストラ並だ」

「ば、馬鹿……言わないで……っ！」

　自分の、恥じらいもなく欲望のままに出す音を芸術と一緒にするなんて、なんという冒涜なんだろう。

　真剣に叱りたいのに、出す声は甘く潤んで艶っぽいものしか出ない。

　身体が快感に飲み込まれだしている。彼の首筋にしがみついて堪えていたが、とうとう思考を放り投げた。

　官能が高まり、何度も嬌声を上げて無意識に内股に力を入れエリオットの腰を締め付けた。

　アシュリンの下腹部がぴくぴくと痙攣を始めると、蜜まみれとなった隘路が彼のものを引き絞るかのように収斂する。

「――あっ、アシュリンの中が……喜んで……」

　彼女の反応に喜んだのか、エリオットの杭がアシュリンの中でさらに硬度を増し肥大した。

「ぃ、いやぁ……これ以上、駄目ぇ……っ、大きくしないで……っ」

　切なくも甘い声で鳴く。

　エリオットの灼熱と化した杭が、アシュリンの中で小刻みに震えたかと思うと、生温かい何かがじわりと中に滲みていく。

　彼の欲望が吐き出されたと知り、どうしてかまた軽い絶頂を味わったアシュリンだった。
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エピローグ












　それから早一ヶ月。

　屋敷に戻って、再び夫婦生活を始めたアシュリンとエリオット。

「そう言えば、式を挙げてすぐに仕事だったから旅行とか行ってなかったね」

　とエリオットが言い出し、それじゃあ新婚旅行としゃれ込みましょうと避暑地でゆっくりと過ごしていた。

　しばらく、二人は真っ当な夫婦らしい夫婦を演じていた。

　エリオットは頼りがいがあって、また優しい夫を。

　アシュリンは、嫋やかで穏やかな妻を。

　会話を楽しみ、また行楽に興じる。そこにいる二人は仲睦まじい普通の夫婦のように見えた。

　毒舌は陰に潜んでいた――が、エリオットが先に不満をもらした。

「どうして毒舌を吐かないんだい？」

「吐く必要がどこにあるの？」

「毎日に張り合いがなくて……」

　エリオットの表情が渋くなる。

「そうね、あなたに半年も仕事がこなかったら毎日口を開けば毒舌になるかしら？　でもだからといって請け負っている仕事をキャンセルしないでよ？　そうしたら犬小屋に放り込むから」

「アシュリン……」

　エリオットが待ちに待っていた毒舌が出た。

「乾いていた魂が潤っていく……」

　途端に恍惚の表情で呟く夫にやれやれ、とアシュリンは肩を竦める。

　これが冗談ではないのが、これからの懸念事項だ。

「旦那様、奥様、ワイマークのエミリア様からお手紙が届いております」

　そこにタイミングよく執事が手紙を持って現れた。彼も数人のメイドとともに、避暑地の別荘にきているのだ。

「私が先に読んでもかまわないかしら？」

　エリオットが頷いたので、執事はアシュリンに手紙の載ったトレーを差し出す。

　アシュリンは手紙を取るとさっそく読み始めた。

「――えっ？」

　と一声上げた後、「えっ？」「あら」「まあ」なんて短く声を上げ続ける。

　彼女の表情も、驚きから喜びが混じったものになっている。

「エミリア婦人がどうしたって？　その様子から悪い報告ではないようだけど」

「ええ、いい報告が三つあるわ！」

　手紙から顔を上げたアシュリンの青の瞳は、まるで日差しを受けた湖畔のようにきらめいている。

　彼女を、こんな表情をさせるエミリアに嫉妬したくなるほどの笑顔だったが、手紙の内容を聞いて彼も驚かざるえないものだった。

「エミリア、結婚するんですって！　しかも懐妊してるそうよ！　来年出産予定なので簡単な式を挙げるから来てって！」

「そうなのかい!?　妊娠……そうか、おめでとう！　それで新郎は誰？」

「驚いてよ……！　ヴァンサン侯爵よ！」

「芸術支援の第一人者じゃないか……」

　おお……とエリオットの口から、感嘆の声が漏れる。

「しかし、エミリア婦人が妊娠……いや、じゃあ、前の結婚生活での離婚原因じゃなかったってことかい？」

　確か『不妊』と『夫側の浮気で相手に子ができた』ことで離婚だと聞いていたのだから、妊娠したというのがにわかに信じられないことだ。

「私もそう聞いていたけれど、実際お医者様から妊娠を告げられたそうだし、相手とは相性だったのかしらね」

「それか……」

　エリオットが途中まで言って言葉を濁す。アシュリンも彼の言いたい内容が何となくわかって「そうね」と頷いた。

　――元夫の浮気相手の種が、他の男性の。

　それを裏付けるようにその後、二人の間に子は生まれていない。

　けれどそんなことは推測だし、真実なんてわからない。

　それにもう他人だし、自分達には関係のないことだ――で終了した。






「もちろん、お祝いに行くわよね？」

「ああ」とエリオットは快諾する。

「それと――残り一つ、いい報告よ。これはエリオット、貴方宛て」

「何？」

「来年予定している舞台の主演をしてくれって――よかったわね、ヴァンサン侯爵自らの申し出よ！　ジラルデ伯爵がどんなに邪魔したくても、できない相手だわ」

「申し分ないよ、ありがたい！」

　来年の主演の予定が立たないエリオットにとって、思いがけない幸運がやってきて身を乗り出して喜ぶ。

　全身で喜んでいるエリオットに、アシュリンも嬉しそうに目を細める。

「エリオットは俳優業、好きなのね」

「え？　ああ、友人から言われて何となく入ったけど……よかったと思う。舞台で別人を演じるって楽しい、天職だと思ってる」

「そうね、貴方に合っていると思うわ」

　その容姿ではなく、自我の薄いその性格が。

　この一ヶ月間、仕事抜きで一緒に過ごしてきて、以前より『人の意見に何でも頷く』という部分は少なくなっているが、やはり、自分の意見は少なく他人の意見に同調気味だ。

　それはもう生まれてからずっとそう育ったから、矯正不可能だろう。

　しかし改善はできる――この一ヶ月間でアシュリンはそう確信した。

　だが、彼の俳優人生のためには、このくらいで矯正を止めた方がよさそうだ。

　彼がその配役にのめり込め、演じるくらいの従順さがなければいけないような気がしてきているのだ。

（……で、なければ『毒薔薇』と言われている私の言葉を、喜んで受け入れていなかったわよね、きっと）

　アシュリンは毒薔薇と言われる言葉を発する口を閉ざし、にこりとエリオットに微笑んだ。







◇◇◇◇◇








　にこりと笑みを自分に向けてくれる妻に、エリオットも微笑みを返す。

　こうしている妻は従順で嫋やかで、また穏やかな貴婦人だ。

　柔らかにふわりと腰に落ちるプラチナブロンドの髪と、華奢な体躯に甘めな顔立ちが彼女をそう見せているのだ。

　しかしその実、中身はかなり辛辣である。

（そこがいい）

　それに趣味や仕事に没頭するが、真面目で自分の妻としての役割をきちんと果たしてくれる。それはもう自分よりもはるかにしっかりと、屋敷内のことを仕切ってくれるのだから。

　結婚相手は自分で見つける――それはずっと思っていて、周囲はそういう自分を心配していた。

（けれど、どうだい？　いい奥さんを見つけただろう？）

　自分が自分というものを、あまり持っていないということだって自覚している。だから機敏で的確な判断が必要な日常生活を任せることができるアシュリンは、自分にとって最上な妻だ。

　何より、エリオットが一番気に入っているのは、夜の生活のアシュリンの様子だった。

　途端に従順で可愛らしくなる。たまに反抗的な態度をとるが、駄々をこねているようにしか見えない。

　征服欲が満たされる――そこでわずかにある彼女への不満をぶつけ、解消していた。

（……そこを執事に見破られたんだけれどね）

　彼女に毒舌を吐かれ、嬉しい自分と腹立たしい自分がいて、それを昇華させるために抱く。だから執拗だった。

（でも、その不満も夫婦生活の活力剤だよ）

　何よりアシュリンを愛してる。この気持ちは誰に決められたものではない。

　思い起こしてエリオットは自嘲気味に笑う。






「どうしたの？　急に笑い出して」

「いや、今度ヴァンサン侯爵にお会いしたらなんて冷やかそうか、と考えていたんだ」

「あら珍しい。貴方が、そんなことを考えるなんて」

「毒薔薇の毒にあてられたかな？」

　エリオットの返しに、アシュリンは笑いながら言った。






「人間は、ほんとうに厄介よね。ただの薔薇なら棘だけで済むのに、毒まで持つんだもの。貴方もご愁傷様」







了
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